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もしもに備えて準備
していますか？
９月１日は防災の日です。

この機会に、あれもこれも
入っているか点検しておきましょう。
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自然災害がや
ってくる！

そのとき、あ
なたは自分の

身を守れます
か？

「
訓
練
、
訓
練
。
た
だ
い
ま
地
震

が
発
生
し
ま
し
た
」

　
７
月
９
日
（
木
）
の
奈
良
県
地

震
防
災
の
日
に
、
県
内
一
斉
地
震

行
動
（
シ
ェ
イ
ク
ア
ウ
ト
）
訓
練

が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
織
田
小
学
校
で
は
、
朝
の
会
の

途
中
で
地
震
発
生
を
知
ら
せ
る
放

送
が
入
り
ま
し
た
。
１
分
間
続
く

揺
れ
の
想
定
に
、
机
の
足
に
し
が

み
つ
く
児
童
も
。
５
年
生
の
教
室

で
は
、「
今
日
は
訓
練
が
あ
る
と

わ
か
っ
て
い
た
か
ら
行
動
が
早

か
っ
た
。
も
し
本
物
の
地
震
が
起

き
て
も
、
同
じ
よ
う
な
行
動
が
と

れ
る
よ
う
に
、
今
回
の
訓
練
の
こ

と
を
忘
れ
な
い
で
ほ
し
い
」
と
先

生
か
ら
話
が
あ
り
ま
し
た
。

　
大
字
大
豆
越
に
あ
る
介
護
老
人

保
健
施
設
や
ま
の
べ
グ
リ
ー
ン
ヒ

ル
ズ
で
も
、
シ
ェ
イ
ク
ア
ウ
ト
訓

練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
ま
で
の

訓
練
で
は
、
職
員
が
入
居
者
役
を

演
じ
る
こ
と
が
多
く
、
完
全
な
も

の
で
は
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で

す
。
今
回
は
通
所
者
、
入
居
者
の

み
な
さ
ん
も
訓
練
に
参
加
。
お
茶

の
時
間
に
放
送
が
流
れ
る
と
同
時

に
、
頭
を
守
る
体
制
を
取
り
ま
し

た
。

　
机
の
下
に
も
ぐ
る
こ
と
が
で
き

る
人
は
も
ち
ろ
ん
そ
う
す
る
こ
と

に
越
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
施
設
に
入
っ
て
い
る
人

の
多
く
は
歩
行
も
や
っ
と
の
状
態

で
あ
り
、
そ
の
中
で
で
き
る
こ
と

に
は
限
り
が
あ
り
ま
す
。
地
震
が

起
こ
っ
た
と
き
、
一
番
重
要
に
な

る
の
は
頭
を
守
る
こ
と
で
す
。
隠

れ
る
場
所
が
な
い
と
き
、ま
た
は
、

動
く
こ
と
が
困
難
な
人
は
そ
の
場

で
頭
を
守
る
体
制
を
取
り
ま
し
ょ

う
。

　
介
護
福
祉
士
の
大
屋
聡
子
さ
ん

は
、「
実
際
訓
練
を
や
っ
て
み
る

ま
で
は
、
ど
れ
ぐ
ら
い
の
こ
と
が

で
き
る
か
手
探
り
の
状
態
で
し

た
。
今
後
も
通
所
者
や
入
居
者
の

み
な
さ
ん
と
訓
練
を
行
い
、
も
し

も
の
地
震
に
備
え
た
い
と
思
い
ま

す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

ダッシュ！！ はい、集合！
全員いるかな？

桜井南幼稚園でも訓練に
参加。揺れがおさまった
想定後、園庭中央に走っ
て整列しました。
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９
月
１
日
は
防
災
の
日
で
す

　
１
９
２
３
（
大
正
12
）
年
の
こ

の
日
に
起
き
た
「
関
東
大
震
災
の

教
訓
を
忘
れ
な
い
」
と
い
う
意 

味
か
ら
、
１
９
６
０
年
に
制
定
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
ち
ょ
う
ど
こ

の
時
期
は
台
風
が
多
い
と
さ
れ

る
二に

ひ
ゃ
く
と
う
か

百
十
日 

（
立
春
か
ら
数
え
て

２
１
０
日
目
）
に
あ
た
り
「
災
害

へ
の
備
え
を
怠
ら
な
い
よ
う
に
」

と
の
戒
め
も
込
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

　
最
新
の
科
学
的
知
見
で
最
大
ク

ラ
ス
と
見
込
ま
れ
る
南
海
ト
ラ
フ

巨
大
地
震
に
つ
い
て
耳
に
す
る
こ

と
が
増
え
て
き
ま
し
た
。
南
海
ト

ラ
フ
を
震
源
と
す
る
海
溝
型
地
震

が
発
生
す
る
確
率
は
、
今
後
30
年

以
内
に
70
％
程
度
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
一
方
、
桜
井
市
に
も
か
か

る
奈
良
盆
地
東
縁
断
層
帯
な
ど
の

活
断
層
で
起
き
る
地
震（
内
陸
型
）

の
発
生
頻
度
は
極
め
て
低
い
と
考

え
ら
れ
て
は
い
ま
す
が
、
仮
に
発

生
し
た
場
合
、
そ
の
被
害
は
甚
大

な
も
の
に
な
る
こ
と
は
間
違
い
あ

り
ま
せ
ん
。

　
桜
井
市
は
こ
れ
ま
で
地
震
被
害

は
比
較
的
少
な
い
と
い
わ
れ
て
き

ま
し
た
。
し
か
し
、
左
の
地
図
に

あ
る
よ
う
に
、
南
海
ト
ラ
フ
巨
大

地
震
が
発
生
し
た
場
合
、
奈
良
県

内
の
ほ
と
ん
ど
の
地
域
は
震
度
６

以
上
に
な
る
と
予
想
さ
れ
て
い
ま

す
。
災
害
は
他
人
事
で
は
な
く
、

い
つ
自
分
の
身
に
ふ
り
か
か
っ
て

く
る
と
も
限
り
ま
せ
ん
。
日
ご
ろ

か
ら
次
の
よ
う
な
備
え
を
し
て
お

き
ま
し
ょ
う
。

懐
中
電
灯
、
携
帯
ラ
ジ
オ
、
救

急
薬
品
、
非
常
食
、
飲
料
水
な

ど
の
非
常
持
ち
出
し
品
を
準
備

し
て
お
く�

自
分
の
家
や
周
辺
地
域
の
状
態

を
知
っ
て
お
く

瓦
、
ア
ン
テ
ナ
、
プ
ロ
パ
ン
ガ

ス
の
ボ
ン
ベ
な
ど
の
屋
外
設
置

物
が
、
固
定
さ
れ
て
い
る
か
な

ど
確
認
す
る

災
害
用
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル
の
利
用

方
法
を
確
認
す
る

家
の
近
く
の
避
難
場
所
を
確
認

し
、
実
際
に
歩
い
て
み
る

　
い
ざ
と
い
う
と
き
は
、
地
域
に

住
む
み
な
さ
ん
が
連
携
し
、
協
力

し
あ
っ
て
地
域
の
被
害
を
最
小
限

に
抑
え
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
た

だ
し
、
こ
の
よ
う
な
活
動
は
災
害

が
起
こ
っ
て
か
ら
急
に
で
き
る
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
自
主
防
災

組
織
を
結
成
す
る
な
ど
、
日
ご
ろ

か
ら
地
域
で
取
り
組
ん
で
お
く
こ

と
が
重
要
で
す
。
ま
た
、
近
所
の

人
と
声
を
掛
け
合
う
な
ど
付
き
合

い
を
持
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

災
害
時
避
難
所
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
の

で
、
前
も
っ
て
確
認
を
お
願
い
し

ま
す
。

災害用伝言ダイヤル１７１ 　
災
害
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル
は
家
族
間

や
知
人
間
の
安
否
確
認
に
活
用
で

き
、
事
前
契
約
等
は
不
要
で
す
。

※�利用可能な端末はＮＴＴの一般電話、公衆電話、携帯電話、ＰＨＳです。
※�録音された伝言は、被災者の電話番号を知っているすべての人が聞くことができます。
※�暗証番号（任意の数字４桁）により、他人に聞かれたくない伝言など特定の人の間での伝言録音・再生もできます。

録音

再生

１７１　１　（ＸＸＸ）ＸＸＸ‐ＸＸＸＸ 伝言を入れる
音声案内 音声案内音声案内

（30 秒以内）

南海トラフ地震被害想定

　国は、南海トラフ巨大地震が仮に起こった場合、
死者は全国で最大 32万人以上に達すると想定して
います。
　桜井市も大きな被害が出ることが予想され、平成
15年 12 月に「東南海・南海地震防災対策を推進
する必要がある地域（東南海・南海地震防災対策推
進地域）」として、県下の他の全市町村とともに国
から指定を受けています。

被災者は自宅の電話番号、被災者以外の人は被災者の電話番号を、市外局番からダイヤルしてください

（出典）中央防災会議防災対策推進検討会議
南海トラフ巨大地震対策検討ワーキンググループ

■７
■６強
■６弱
■５強
■５弱
■４

１７１　１　（ＸＸＸ）ＸＸＸ‐ＸＸＸＸ 伝言を聞く

音声案内 音声案内音声案内
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「メール配信�登録／解除」ボタンを押
します。

携帯電話やパソコンに下記のＵＲＬ
を入力するか、ＱＲコードを読み込
ませて接続します。
メール配信サービスのＵＲＬ
http://w1.otenki.jp/sakurai/

「配信内容」や「個人情報の取扱」につ
いての内容を確認のうえ、「同意して送
信する」ボタンを押し、空メールを送
ります。

すぐに返信メールが届きますので、添
付されたURL に接続し、ガイドに従っ
て登録してください。

桜井市安心安全システム登録方法

避
難
準
備
情
報

避
難
勧
告

避
難
指
示

正
確
な
情
報
を
入
手
し
ま
し
ょ
う

　
台
風
や
集
中
豪
雨
・
地
震
な
ど

へ
の
対
策
と
し
て
、桜
井
市
で
は
、

災
害
に
関
す
る
情
報
を
迅
速
か
つ

的
確
に
お
知
ら
せ
す
る
メ
ー
ル
配

信
サ
ー
ビ
ス
（
桜
井
市
安
心
安
全

シ
ス
テ
ム
）を
導
入
し
て
い
ま
す
。

　

災
害
発
生
時
に
市
が
配
信
す

る
「
避
難
勧
告
・
指
示
」 

な
ど
の

情
報
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
ま
た
、
気
象
庁
が
発
表
す
る

「
特
別
警
報・警
報・注
意
報
」、「
地

震
情
報
」
も
、
受
信
す
る
か
ど
う

か
の
選
択
が
で
き
ま
す
。

　
情
報
料
は
無
料
で
す
の
で
、
こ

の
機
会
に
登
録
し
て
く
だ
さ
い
。

た
だ
し
、
登
録
や
メ
ー
ル
受
信
に

か
か
る
パ
ケ
ッ
ト
通
信
料
は
自
己

負
担
と
な
り
ま
す
。 

　

携
帯
電
話
で
登
録
す
る
場
合
、

迷
惑
メ
ー
ル
対
策
で
ド
メ
イ
ン

（
領
域
）
指
定
受
信
を
設
定
し

て
い
る
人
は
、
次
の
ア
ド
レ
ス

（regusr@
m

d.otenki.jp 

お
よ

びsakurai@
m

d.otenki.jp

）

か
ら
の
メ
ー
ル
を
受
信
で
き
る
よ

う
設
定
し
て
か
ら
、
左
記
の
桜
井

市
安
心
安
全
シ
ス
テ
ム
登
録
方
法

の
と
お
り
登
録
し
て
く
だ
さ
い
。

避
難
情
報
は
正
し
く
理
解
を

　
市
は
、
集
中
豪
雨
や
台
風
な
ど

に
よ
り
地
域
住
民
の
避
難
が
必
要

と
判
断
し
た
場
合
、
下
の
順
番
で

情
報
を
発
表
し
ま
す
。

　
高
齢
者
な
ど
、
避
難
に
時
間
を

要
す
る
人
が
避
難
行
動
を
始
め
る

と
き
は
、
家
族
だ
け
で
な
く
地
域

の
み
な
さ
ん
で
助
け
合
っ
て
、
早

め
早
め
の
行
動
を
心
が
け
て
く
だ

さ
い
。

避
難
す
る
の
に
時
間
を
要
す
る

要
配
慮
者
は
、
避
難
を
始
め
て

く
だ
さ
い
。
通
常
の
避
難
行
動

が
で
き
る
人
は
、
避
難
準
備
を

始
め
て
く
だ
さ
い
。

避
難
対
象
地
域
内
の
す
べ
て
の

住
民
は
す
ぐ
に
避
難
場
所
へ
の

避
難
を
始
め
て
く
だ
さ
い
。

避
難
中
の
住
民
は
、
直
ち
に
避
難

を
完
了
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
だ

避
難
し
て
い
な
い
住
民
は
、
直

ち
に
避
難
し
て
く
だ
さ
い
。
も

し
避
難
す
る
余
裕
が
な
け
れ
ば
、

建
物
の
安
全
な
所
に
移
る
な
ど

生
命
を
守
る
最
低
限
の
行
動
を

取
っ
て
く
だ
さ
い
。

地震発生！地震計
震源近くの地震計で
地震波をキャッチ

気象庁
震源や規模、予想さ
れる揺れの強さ（震
度）等を自動計算し、
緊急地震速報を発表

テレビ・ラジオなど
地震による強い揺れ
が始まる前に素早く
お知らせ

緊急地震速報って？

　「緊急地震速報」とは、震源近くの観測点で地震（P波、初期微動）をキャッチし、
位置、規模、想定される揺れの大きさを予測し、地震による強い揺れ（S波、主要
動）が到達する数秒から数十秒前に強い揺れが迫っていることをお知らせする情報
です。この情報を聞いて、大きな揺れが始まる前に防災行動を取ることにより、地
震による被害を軽減することが期待されます。
　《注意》ただし、震源に近い地域では、「緊急地震速報」が強い揺れに間に合わな

いことがあります。
　「強い揺れが来ます」という緊急地震速報（揺れの予告）をテレビや携帯電話で知っ
たときは、すぐテーブルの下など安全な場所に避難し、危険を回避してください。

ピロン ポロ～ン
ピロン ポロ～ン

～～♪♪♪

緊急
地震速報

※�詳しくは危機管理課（ 42‐ 9111
内線 309）まで。
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土砂災害は一瞬です！
　土砂災害とは、大雨や地震などが引き金となって山やがけが崩れたり、水と混じり合った土や石が川から流れ
出たりすることによって、私たちの命や財産などが脅かされる自然災害のことです。
　具体的には、「土石流」や「地すべり」、「がけ崩れ」のことを言います。どれも発生には雨の降り方が深く関わっ
ていますが、発生状況や心構えが異なります。違いを理解して、前兆現象にはくれぐれも注意しましょう。

土石流とは、谷
や斜面にたまっ
た土・石・砂な
どが大雨による
水とともに一気
に流れ出す現象。
スピードが速く、破壊力も大きいた
め、広範囲に大きな被害が出ます。
こんなときは注意！
・山鳴りがする
・�川の流れが濁り、流木が混じりだす
・�雨が降り続いているのに、川の水位
が下がる
・腐った土の臭いがする

地すべりとは、
比較的ゆるやか
な斜面で地中の
粘 土 層 な ど が
ゆっくりと動き
出す現象。一度に広範囲で発生する
ので、住宅や道路などに大きな被害
が出ます。
こんなときは注意！
・沢や井戸の水が濁る
・地面にひび割れができる
・斜面から水が噴き出す
・家や擁壁に亀裂が入る
・家や擁壁、樹木や電柱が傾く

がけ崩れとは、
地中にしみ込ん
だ雨水で柔らか
くなった土砂が
斜面から突然崩
れ落ちる現象。一瞬のうちに崩れ落
ちるので、逃げ遅れなどで被害が大
きくなります。
こんなときは注意！
・がけに割れ目が見える
・がけから水が沸き出ている
・�がけから小石がパラパラ落ちてくる
・がけから木の根が切れる音がする

土石流災害 地すべり災害 がけ崩れ災害

もしも！に備えた非常持出品をチェック
下記のものを参考に、各自で必要に応じ、持出品を
厳選して準備しましょう。

粉ミルク

カンパンやお湯だけ
で食べられる非常食

水筒

飲料水

軍手

冷却シート

アルミ製毛布

ヘルメット

携帯ラジオ
懐中電灯

救急医薬品・常備薬

ウエットティッシュ

三角巾・包帯

備蓄品

災害でライフラインが途切れるこ
とがあるので、飲食物は最低７日
分以上用意をしておきましょう。

カイロ
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マイナンバー制度がスタートします

臨時福祉給付金を給付します

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
と
は
、
住
民

一
人
ひ
と
り
に
12
桁
の
個
人
番

号
を
付
け
る
こ
と
で
、
社
会
保
障
や

税
に
関
す
る
情
報
を
適
切
に
扱
う
た

め
の
制
度
で
す
。
10
月
以
降
、
す
べ

て
の
住
民
の
み
な
さ
ん
に
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
（
個
人
番
号
）
を
お
知
ら
せ
す

る
通
知
カ
ー
ド
を
送
付
し
ま
す
の
で
、

大
切
に
管
理
し
て
く
だ
さ
い
。

通
知
カ
ー
ド
の
送
付
に
つ
い
て

　

通
知
カ
ー
ド
は
住
民
票
の
住
所
へ

送
付
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

次
に
該
当
す
る
人
は
事
前
申
請
す
る

と
、
現
在
住
ん
で
い
る
場
所
（
居
所
）

を
送
付
先
と
し
て
登
録
で
き
ま
す
。

・ 

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
被
災
し
、

住
所
地
以
外
の
場
所
へ
避
難
し
て
い

る
人

・ 

Ｄ
Ｖ
や
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
、
児
童

虐
待
の
被
害
者
で
、
住
民
票
を
残
し

て
別
の
場
所
に
住
ん
で
い
る
人

・ 

医
療
機
関
や
施
設
へ
の
長
期
の
入

院
、
入
所
が
見
込
ま
れ
、
か
つ
、
住

所
地
に
誰
も
居
住
し
て
い
な
い
人

・ 

そ
の
他
や
む
を
得
な
い
理
由
に
よ

り
、
住
所
地
で
通
知
カ
ー
ド
の
送
付

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
人

▽�

申
請
方
法　
８
月
24
日（
月
）～
９

月
25
日
（
金
）〈
必
着
〉に
、申
請
書

を
住
民
票
の
あ
る
市
区
町
村
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。（
郵
送
可
）
申

請
書
は
、
近
く
の
市
区
町
村
役
場
、

個
人
番
号
カ
ー
ド
総
合
サ
イ
ト
、

相
談
機
関
等
で
入
手
で
き
ま
す
。

▽
添
付
書
類

・ 

申
請
者
の
本
人
確
認
書
類
の
コ
ピ
ー

・ 

居
所
に
居
住
す
る
こ
と
を
証
す
る

書
類
の
コ
ピ
ー

・ 

代
理
人
が
申
請
す
る
場
合
は
、
代

理
権
を
証
明
す
る
書
類
の
コ
ピ
ー
と

代
理
人
の
本
人
確
認
書
類
の
コ
ピ
ー

※ 

詳
細
は
、
住
民
票
の
あ
る
市
区
町

村
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

【
市
民
課
】

個
人
情
報
の
保
護
に
つ
い
て

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

は
重
要
な
個
人
情

報
と
な
る
た
め
、

徹
底
的
に
管
理
さ

れ
ま
す
。
違
反
し

た
場
合
の
罰
則
も
従
来
に
比
べ
厳
し

く
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
本
人
確

認
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
た
め
、

自
分
以
外
の
人
に
使
わ
れ
る
こ
と
も

あ
り
ま
せ
ん
。
平
成
29
年
１
月
稼
働

予
定
の
情
報
提
供
等
記
録
開
示
シ
ス

テ
ム
で
は
、
自
分
の
個
人
情
報
が
ど

の
よ
う
に
扱
わ
れ
て
い
る
か
履
歴
を

確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の

よ
う
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
保
護
は
徹

底
し
て
行
わ
れ
ま
す
の
で
、
安
心
し

て
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

【
行
政
経
営
課
】

▽ 

問
い
合
わ
せ
先　
全
国
共
通
ナ
ビ

ダ
イ
ヤ
ル

０
５
７
０
‐
20
‐

０
１
７
８ 

（
平
日
午
前
９
時
30
分

～
午
後
５
時
30
分
）

マイナンバーキャラクター
マイナちゃん

消
費
税
率
引
き
上
げ
に
よ
る
負
担

の
影
響
を
緩
和
す
る
た
め
、
低

所
得
者
に
対
し
、
昨
年
に
続
き
「
臨

時
福
祉
給
付
金
」
を
給
付
し
ま
す
。

▽
給
付
対
象
者

　

基
準
日
（
平
成
27
年
１
月
１
日
）

時
点
で
住
民
票
が
桜
井
市
に
あ
る
人

で
、
平
成
27
年
度
の
市
民
税
が
課
税

さ
れ
て
い
な
い
人
。
た
だ
し
、
課
税

者
に
扶
養
さ
れ
て
い
た
り
、
生
活
保

護
の
受
給
者
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

▽
給
付
額

　

給
付
対
象
者
１
人
に
つ
き
６
、

０
０
０
円
（
申
請
書
に
記
載
さ
れ
た

指
定
口
座
に
入
金
し
ま
す
。）

▽
申
請
期
間
・
方
法

　

給
付
金
の
支
給
対
象
と
な
る
可
能

性
が
あ
る
人
に
、
８
月
末
に
申
請
書

を
郵
送
し
ま
す
の
で
、
９
月
１
日
～

12
月
１
日
（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

ま
で
に
、
社
会
福
祉
課
で
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。
期
間
中
の
受
付
時

間
は
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15

分
の
間
で
す
。
窓
口
お
よ
び
郵
送
で

受
付
し
ま
す
。

▽
添
付
書
類

・ 

本
人
確
認
書
類
（
写
真
付
き
住
民

基
本
台
帳
カ
ー
ド
、
運
転
免
許
証
、

旅
券
、
健
康
保
険
証
）
の
写
し

※ 
対
象
者
全
員
分
が
必
要
で
す
。

・ 

口
座
が
確
認
で
き
る
書
類
（
金
融

機
関
名
、
口
座
番
号
、
口
座
名
義
人

（
カ
ナ
）
が
わ
か
る
通
帳
や
キ
ャ
ッ

シ
ュ
カ
ー
ド
の
写
し
）

《
注
意
》

・ 

市
役
所
や
厚
生
労
働
省
の
職
員
が

Ａ
Ｔ
Ｍ
の
操
作
を
お
願
い
す
る
こ
と

は
、
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。

・ 

Ａ
Ｔ
Ｍ
を
自
分
で
操
作
し
て
、
他

人
か
ら
お
金
を
振
り
込
ん
で
も
ら
う

こ
と
は
絶
対
に
で
き
ま
せ
ん
。

・ 

市
役
所
や
厚
生
労
働
省
の
職
員
が
、

「
臨
時
福
祉
給
付
金
」
や
「
子
育
て

世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
」
を
支
給
す

る
た
め
に
、
手
数
料
の
振
込
み
を
求

め
る
こ
と
は
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。

　
市
役
所
や
厚
生
労
働
省
（
の
職
員
）

な
ど
を
語
っ
た
不
審
な
電
話
や
郵
便

が
あ
っ
た
場
合
は
、
社
会
福
祉
課
ま

た
は
警
察
署
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
申
請
・
問
い
合
わ
せ
先

社
会
福
祉
課
社
会
福
祉
係
（

42

‐
９
１
１
１
内
線
２
６
５
）

カ
ク
ニ
ン
ジ
ャ

申請じゃ！
確認じゃ！

ワタシも？ボクも？
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公
立
幼
稚
園
で
は
、

人
と
の
つ
な
が
り

や
自
然
と
の
ふ
れ
あ
い

を
大
切
に
し
、
豊
か
な
心

を
育
む
こ
と
を
目
指
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
幼
稚
園
同
士
が

交
流
し
、
一
緒
に
行
事
を
行
う
な
ど

の
活
動
も
し
て
い
ま
す
。

募
集
対
象
児
（
市
内
居
住
に
限
る
）　

※ 

３
歳
児
保
育
は
、
織
田
纒
向
幼
稚

園
（
定
員
25
名
）、
三
輪
幼
稚
園

（
定
員
25
名
）、桜
井
南
幼
稚
園（
定

員
50
名
）
の
み
で
す
。
定
員
を
超

え
た
場
合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
。

※ 

桜
井
西
幼
稚
園
は
、
耐
震
補
強
工

事
の
た
め
年
度
途
中
か
ら
仮
園
舎

で
の
教
育
に
な
り
ま
す
。

経
費

・ 

保
育
料
（
平
成
27
年
度
上
限
６
、

１
０
０
円
※
世
帯
の
所
得
状
況
や

世
帯
状
況
に
応
じ
て
、
保
育
料
が

異
な
り
ま
す
。）

・
そ
の
他
（
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
費
等
）

教
育
時
間

※ 

子
育
て
支
援
と
し
て
教
育
時
間
終

了
後
、
午
後
４
時
ま
で
預
か
り
保

育
を
行
っ
て
い
ま
す
。

募
集
園

▽�

受
付
期
間　
９
月
１
日
（
火
）
～

15
日
（
火
）

▽
受
付
場
所　
各
幼
稚
園

※ 

入
園
願
書
は
幼
稚
園
に
あ
り
ま
す
。

▽ 

問
い
合
わ
せ
先

各
幼
稚
園
ま
た
は
学
校
教
育
課

（

42
‐
９
１
１
１
内
線
６
０
７
）

私
た
ち
が
安
心
し
て
快
適
な
生
活

を
送
る
た
め
に
は
、
使
っ
て
汚

れ
た
水
を
き
れ
い
に
し
て
自
然
に
戻

す
下
水
道
の
役
割
が
重
要
で
す
。

　

市
で
は
、
公
共
下
水
道
の
整
備
を

進
め
て
い
ま
す
の
で
、
み
な
さ
ん
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

�

下
水
道
が
使
え
る
よ
う
に
な
っ
た
ら

　

公
共
下
水
道
は
、
各
家
庭
の
台
所

や
風
呂
・
ト
イ
レ
等
の
排
水
設
備
と

つ
な
が
っ
て
、
は
じ
め
て
役
に
立
つ

も
の
で
す
。
下
水
道
が
使
え
る
区
域

に
な
っ
た
と
き
は
、
台
所
や
風
呂
場

か
ら
流
れ
る
雑
排
水
は
６
か
月
以
内

に
、く
み
取
り
便
所（
浄
化
槽
を
含
む
）

は
３
年
以
内
に
水
洗
便
所
に
改
造
し

て
、
公
共
下
水
道
へ
つ
な
ぐ
よ
う
法

令
で
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

区
域
内
で
未
接
続
の
家
屋
は
、
期

限
内
に
排
水
設
備
工
事
を
し
て
く
だ

さ
い
。
な
お
工
事
を
す
る
場
合
は
、

市
の
指
定
工
事
店
に
依
頼
し
て
く
だ

さ
い
。

下
水
道
使
用
料
に
つ
い
て

　

公
共
下
水
道
を
使
用
す
る
と
、
下

水
道
使
用
料
を
納
め
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
下
水
道
使
用
料
は
、
公
共
下

水
管
の
清
掃
、
そ
の
他
の
維
持
管
理

や
終
末
処
理
場
の
運
転
等
の
費
用
の

一
部
に
充
て
ら
れ
ま
す
。
下
水
道
使

用
料
は
、
特
別
の
場
合
を
除
き
、
２

か
月
に
１
度
、
水
道
料
金
と
一
緒
に

徴
収
し
ま
す
。（
水

道
の
使
用
量
を
下

水
の
汚
水
排
出
量

と
み
な
し
ま
す
。）

　
居
住
用
の
建
物

に
あ
る
く
み
取
り

便
所
（
浄
化
槽
を
含

む
）
を
水
洗
便
所

に
改
造
す
る
場
合
、

工
事
の
費
用
に
対

し
貸
付
金
制
度
を

設
け
て
い
ま
す
の

で
、
活
用
し
て
く

だ
さ
い
。

▽ 

問
い
合
わ
せ
先　

下
水
道
課
（

42
‐
９
２
１
１

内
線
41
・
49
）

「忘れない 暮らしの下に 下水道」9 月 10 日は下水道の日です

下水道事業（平成 27 年 3 月 31 日現在）
全体計画面積 2,258.50ha
事業計画区域面積（Ａ） 1,037.49ha
（Ａ）の内、整備済区域面積（Ｂ） 647.93ha
整備率（Ｂ）／（Ａ） 62.45%
供用開始告示区域面積（使える区域） 647.93ha
使用可能戸数（Ｃ） 15,267 戸
水洗化戸数（Ｄ） 12,985 戸
水洗化率（Ｄ）／（Ｃ） 85.05%
行政人口（Ｅ） 59,316 人
供用開始人口（Ｆ） 39,701 人
普及率（Ｆ）／（Ｅ） 66.93%

下水道使用料金表（税抜き）
排水区分

使用料区分
一般排水 中間排水 特定排水公衆浴場 一般家庭

下水道使用料
（排出量１㎥あたり） 80 円 120 円 170 円 220 円

織
田
纒
向
幼
稚
園

安
倍
幼
稚
園

桜
井
南
幼
稚
園

桜
井
西
幼
稚
園

三
輪
幼
稚
園

芝
１
８
３
５

43
‐
０
２
４
０

生
田
５
７
８

42
‐
３
６
０
８

河
西
２
０
７

43
‐
２
９
４
７

大
福
３
５
６

42
‐
９
１
０
７

三
輪
３
２
４

42
‐
６
０
７
７

水

月
・
火
・
木
・
金

午
前
８
時
30
分
～

11
時
30
分

午
前
８
時
30
分
～

午
後
２
時

平成 28 年度 公立幼稚園の園児を募集します ～笑顔いっぱい 子どもが輝く幼稚園～

３
歳
児

４
歳
児

５
歳
児

平
成
24
年
４
月
２
日
～

平
成
25
年
４
月
１
日
生
ま
れ

平
成
23
年
４
月
２
日
～

平
成
24
年
４
月
１
日
生
ま
れ

平
成
22
年
４
月
２
日
～

平
成
23
年
４
月
１
日
生
ま
れ

大きなたまねぎ、とれるといいな



議会だより

さくらい

市議会だより

平成 27 年９月 1日発行
‐№ 175 ‐

市民とともに、より開かれた議会をめざして

平成 27 年
６月定例会

平
成
26
年
度　
一
般
会
計
決
算
見
込

約
４
億
５
千
万
円
余
り
の
単
年
度
黒
字

議
会
審
議
の
あ
ら
ま
し

　
６
月
定
例
会
に
お
け
る
本
会
議

で
の
審
議
の
概
要
は
、
次
の
通
り

で
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

ま
ず
、
６
月
４
日
に
開
会
し
、

市
長
よ
り
提
出
議
案
の
理
由
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。

　
次
に
、
11
・
12
日
の
本
会
議
に

お
い
て
別
記
の
と
お
り
熱
の
こ

も
っ
た
一
般
質
問
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　
続
い
て
15
日
に
議
案
審
議
が
あ

り
、
報
告
案
件
５
件
は
全
員
異
議

な
く
承
認
等
さ
れ
ま
し
た
。
議
案

第
31
号
・
第
32
号
に
つ
い
て
は
、

委
員
会
付
託
を
省
略
し
て
審
議
の

結
果
、
全
員
一
致
で
可
決
さ
れ
ま

し
た
。

　
ま
た
、
議
員
発
議
に
よ
る
意
見

書
１
件
に
つ
い
て
も
原
案
ど
お
り

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
次
に
、
奈
良
県
後
期
高
齢
者
医

療
広
域
連
合
議
会
議
員
の
選
挙
が

あ
り
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
市
長
よ
り
人
事
案
件

２
件
の
追
加
提
出
が
あ
り
全
員
異

議
な
く
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

　
以
上
、
付
議
さ
れ
ま
し
た
案
件

の
審
議
は
す
べ
て
終
了
し
、
同
日

を
も
っ
て
閉
会
致
し
ま
し
た
。

　
ト
ピ
ッ
ク
ス

議
会
改
革
の
取
り
組
み

　
本
市
議
会
で
は
、
平
成
26
年
４

月
１
日
、
分
権
と
自
治
の
時
代
に

ふ
さ
わ
し
い
、
市
民
に
開
か
れ
た

議
会
の
実
現
を
図
る
た
め
、
市
議

会
の
基
本
的
な
役
割
と
責
任
や
今

後
の
議
会
の
目
指
す
方
向
を
定
め

た
「
議
会
基
本
条
例
」
を
制
定
し

ま
し
た
。

　
条
例
制
定
後
、
同
年
６
月
議
会

か
ら
本
会
議
に
お
け
る
賛
否
の
公

表
や
市
長
へ
の
反
問
権
の
付
与
、

11
月
に
は
、
議
会
報
告
会
等
も
実

施
い
た
し
ま
し
た
。

　
平
成
27
年
か
ら
は
、
議
会
運
営

委
員
会
に
お
い
て
、
議
会
改
革
に

つ
い
て
、
継
続
的
に
話
し
合
い
を

も
ち
、
現
在
は
、「
桜
井
市
議
会

議
員
政
治
倫
理
条
例
の
策
定
（
座

長
：
我
妻
力
）」「
議
場
中
継
映
像

配
信
（
座
長
：
岡
田
光
司
）」
の

小
委
員
会
を
設
け
、
検
討
を
重
ね

て
い
ま
す
。（
委
員
長：札
辻
輝
已
）

政治倫理条例策定小委員会
（座長：我妻力）の様子

議場中継映像配信小委員会
（座長：岡田光司）による
香芝市の視察
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議会だより

議案番号 件　　名 概　　　要 議決結果

報第 7 号
専決処分の報告、承認を求める
ことについて ( 損害賠償の額を
定めることについて )

職員が運転する公用自動車の物損事故に
よる損害賠償額を定める

承　認
（賛成全員）

報第 8号

専決処分の報告、承認を求める
ことについて（平成 27 年度桜
井市住宅新築資金等貸付金特別
会計補正予算（第 1号））

平成 26年度住宅新築資金等貸付金特別会
計において、5,590 万 9,485 円の赤字決
算となることから繰上充用金で補填するた
めの補正

承　認
（賛成全員）

報第 9 号

専決処分の報告、承認を求める
ことについて（平成 27 年度桜
井市駐車場事業特別会計補正予
算（第 1 号））

平成 26 年度駐車場事業特別会計におい
て、１億 185 万 2,194 円の赤字決算と
なることから繰上充用金で補填するため
の補正

承　認
（賛成全員）

報第 10 号 平成 26 年度桜井市繰越明許費
繰越計算書の報告について

平成 26 年度会計にて繰越したまち・ひと・
しごと創生総合戦略策定事業等について、
地方自治法施行令第 146 条第 2 項の規定
による繰越明許費繰越計算書の報告

報　告
（賛成全員）

報第 11 号
桜井市清掃公社、桜井市医療セ
ンター及び桜井市文化財協会の
経営状況を説明する書類の提出

地方自治法第 243 条の 3 第 2 項の規定に
よる平成 26 年度の決算及び平成 27 年度
予算の報告

提　出
（賛成全員）

議案第 31 号 平成 27 年度桜井市一般会計補
正予算（第 1 号）

補正額　100 万円
観光費で公益財団法人地域社会振興財団
の長寿社会づくりソフト事業費交付金を
受けての事業「縁結び～赤糸の小道～」
にかかる補助金

可　決
（賛成全員）

議案第 32 号 桜井市行政手続条例の一部改正
について

行政手続法の一部改正に準じた改正
・行政指導の根拠等の提示の義務化
・行政指導の中止等の求めの新設
・処分等の求めの新設

可　決
（賛成全員）

発議案第 3 号
地方単独事業に係る国保の減額
調整措置の見直しを求める意見
書の提出について

提出先　内閣総理大臣　厚生労働大臣
　　　　財務大臣　　　総務大臣

可　決
（賛成全員）

選第 6 号 奈良県後期高齢者医療広域連合
議会議員の選挙について

市議会議員の区分で５名の欠員が生じた
ため ( 桜井市議 13 票・大和高田市議 1票・
無効 2 票 )

投　票

同第４号 公平委員会委員の選任につき同
意を求めることについて 大字大泉　亀田　哲夫　氏 同　意

（賛成全員）

同第 5 号 固定資産評価員の選任につき同
意を求めることについて 朝倉台西　笹谷　清治　氏 同　意

（賛成全員）

議決結果

一
般
質
問
等
の
会
議
録
は
、

桜
井
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（http://w

w
w
.city.

sakurai.lg.jp/sosiki/
g
ik
a
ijim

u
k
y
o
k
u
/

index.htm
l

）
で
ご
覧
い

た
だ
け
ま
す
。

市議会では市民のみなさんの要請があれば、各委員会が出向き、説明を
させていただきます。詳しくは、議会事務局（ 42-9111内線 441）まで。

出前講座
をご利用ください！
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議会だより

　

代
表
質
問

 

公
明
党
／
大
園　
光
昭　
　

P.10

・
防
災
対
応
に
つ
い
て

・ 

聴
覚
障
が
い
児
に
関
す
る
助
成
金
に

つ
い
て

　

一
般
質
問

 

高
谷　
二
三
男　
　

P.11

・
近
鉄
特
急
の
桜
井
駅
停
車
に
つ
い
て

・「
桜
井
市
観
光
親
善
大
使
」　

 

水
森
か
お
り
さ
ん
（
大
和
路
の
恋
）

の
PR
に
つ
い
て

・
桜
井
駅
北
口
の
整
備
に
つ
い
て

・
今
後
の
松
井
市
政
に
つ
い
て

 

東　
　
俊
克　
　

P.11

・
日
本
遺
産
に
つ
い
て

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
つ
い
て

 

札
辻　
輝
已　
　

P.12

・ 

県
と
の
包
括
協
定
に
基
づ
く
諸
施
策

に
つ
い
て

・
入
札
制
度
の
適
正
化
に
つ
い
て

 

井
戸　
良
美　
　

P.12

・ 

少
年
少
女
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
支
援
に

つ
い
て

・「
お
も
て
な
し
の
心
」
に
つ
い
て

 

土
家　
靖
起　
　

P.13

・ 

中
和
幹
線
沿
道
大
福
地
区
へ
の
イ
オ

ン
リ
テ
ー
ル
（
株
）
の
出
店
の
遅
れ

に
つ
い
て

・ 

三
輪
そ
う
め
ん
の
ブ
ラ
ン
ド
力
向
上

と
販
路
拡
大
の
た
め
の
取
り
組
み
に

つ
い
て

・
本
庁
舎
の
建
替
え
に
つ
い
て

 
岡
田　
光
司　
　

P.13

・
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

 

大
西　
　
亘　
　

P.14

・
生
活
困
窮
者
支
援
に
つ
い
て

・
空
き
家
対
策
に
つ
い
て

・
不
育
症
対
策
に
つ
い
て

・
胃
が
ん
対
策
に
つ
い
て

・
命
の
パ
ス
ポ
ー
ト
に
つ
い
て

 

吉
田　
忠
雄　
　

P.14

・
市
指
定
ご
み
収
集
袋
の
強
度
に
つ
い
て

・
燃
え
る
ご
み
の
収
集
に
つ
い
て

・ 

桜
井
市
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
ご
み
焼
却

施
設
の
処
理
灰
に
よ
る
ダ
イ
オ
キ
シ

ン
濃
度
基
準
値
超
過
に
つ
い
て

※ 

詳
細
は
、
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

防
災
対
策
に
つ
い
て

　
　
平
成
23
年
３
月
の
東
日
本
大
震
災
を

受
け
、
国
で
結
成
さ
れ
た
災
害
時
要
援
護

者
の
避
難
支
援
に
関
す
る
検
討
会
の
報
告

で
は
、
被
災
地
全
体
で
65
歳
以
上
の
高
齢

者
の
死
亡
率
が
約
６
割
に
の
ぼ
り
、
障
が

い
者
の
死
亡
率
に
い
た
っ
て
は
、
被
災
住

民
全
体
の
約
２
倍
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。

そ
れ
ら
の
理
由
に
は
、「
避
難
に
必
要
な

情
報
が
届
か
な
い
」「
必
要
な
避
難
支
援

が
受
け
ら
れ
な
い
」「
自
力
や
介
護
者
の

力
だ
け
で
は
避
難
で
き
な
い
」
な
ど
が
あ

る
と
、
容
易
に
想
像
で
き
る
。
本
市
に
お

け
る
聴
覚
障
が
い
者
、
肢
体
不
自
由
障
が

い
者
ほ
か
、
高
齢
者
等
の
避
難
誘
導
は
万

全
か
。
ま
た
、
聴
覚
障
が
い
者
へ
の
緊
急

時
に
も
対
応
で
き
る
24
時
間
手
話
通
訳
派

遣
シ
ス
テ
ム
の
整
備
を
は
じ
め
、
障
が
い

を
も
っ
て
お
ら
れ
る
方
々
へ
の
避
難
所
生

活
へ
の
対
応
に
つ
い
て
は
ど
う
か
。

答
（
市
長
）　
災
害
発
生
時
に
は
、
対
策

本
部
を
い
ち
早
く
立
ち
上
げ
、
情
報
を
収

集
し
、
一
刻
で
も
早
く
、
状
況
に
応
じ
た

正
確
な
情
報
を
今
以
上
に
、
多
く
の
方
々

に
発
信
で
き
る
よ
う
シ
ス
テ
ム
を
構
築

し
、
避
難
誘
導
を
図
り
た
い
。
要
援
護
者

に
お
い
て
は
、
本
人
の
承
諾
を
得
、
名
簿

の
作
成
を
進
め
、
地
域
で
守
り
た
い
と
考

え
る
。
マ
ン
パ
ワ
ー
の
問
題
も
あ
り
、
困

難
な
面
も
あ
る
が
、
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
や

テ
レ
ビ
を
設
置
し
、
文
字
で
情
報
を
提
供

す
る
な
ど
、
障
が
い
等
に
配
慮
し
た
対
応

を
考
え
る
と
と
も
に
、
学
童
保
育
所
等
を

活
用
し
た
福
祉
ス
ペ
ー
ス
を
検
討
し
て
い

る
。

聴
覚
障
が
い
児
に
関
す
る
助
成
金
に
つ
い

て
　
　
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
対
象
と
な

ら
な
い
軽
度
・
中
等
度
の
難
聴
児
は
早
期

に
補
聴
器
を
装
用
す
る
こ
と
で
言
語
の
習

得
等
の
向
上
に
よ
り
教
育
等
に
お
け
る
健

全
な
発
達
が
図
ら
れ
る
と
考
え
る
。
補
聴

器
助
成
制
度
の
周
知
は
図
れ
て
い
る
か
。

答
（
市
長
）　
平
成
25
年
４
月
か
ら
軽
度・

中
等
度
難
聴
児
の
聞
こ
え
の
確
保
と
言
語

の
発
達
を
支
援
す
る
た
め
、
県
助
成
３
分

の
１
、
市
助
成
３
分
の
１
、
自
己
負
担
３

分
の
１
で
補
聴
器
購
入
の
助
成
を
行
っ
て

い
る
。
各
小
中
学
校
に
は
周
知
し
、
就
学

前
の
児
童
に
は
、
保
護
者
か
ら
の
相
談
を

受
け
、
対
応
し
て
い
る
。
今
後
は
、
市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広
報
わ
か
ざ
く
ら
に
も

掲
載
し
、
広
く
周
知
し
て
い
き
た
い
。

問		

問		

代
表
質
問　
大　
園　
光　
昭　
議
員

　

６
月
定
例
会
の
一
般
質
問
は
６
月
11
日
か
ら
12
日
に
行
わ
れ
、
９
人

の
議
員
が
市
政
全
般
に
わ
た
り
、
市
の
見
解
を
た
だ
し
ま
し
た
。
そ
の

内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。　

  　
　
　
　
　
　
　
　

 （
掲
載
は
質
問
順
）

補聴器助成制度の早期周知を願う
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近
鉄
特
急
の
桜
井
駅
停
車
に
つ
い
て

　
　
過
去
の
質
問
で
は
、
市
長
自
身
も
桜

井
駅
に
特
急
が
停
車
す
る
こ
と
の
利
便
性

に
つ
い
て
十
分
理
解
さ
れ
て
い
る
と
考
え

る
。
そ
の
後
の
近
鉄
と
の
話
し
合
い
に
つ

い
て
は
、
ど
う
か
。

答
（
市
長
）　
本
市
に
お
い
て
、
単
に
交

通
拠
点
だ
け
で
な
く
、観
光
、通
勤
、通
学
、

定
住
と
さ
ま
ざ
ま
な
要
素
に
絶
大
な
効
果

が
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
、
自
ら
も
人
口

減
少
や
国
内
外
か
ら
の
誘
客
の
取
り
組
み

を
積
極
的
に
行
う
努
力
を
し
な
が
ら
、
引

き
続
き
要
望
を
し
て
い
き
た
い
。

「
桜
井
市
観
光
親
善
大
使
」
水
森
か
お
り

さ
ん
（
大
和
路
の
恋
）
の
Ｐ
Ｒ
に
つ
い
て

　
　
桜
井
市
初
の
観
光
親
善
大
使
に
就
任

さ
れ
た
「
ご
当
地
ソ
ン
グ
の
女
王
」
水
森

か
お
り
さ
ん
の
桜
井
市
を
舞
台
に
し
た
新

曲
「
大
和
路
の
恋
」
を
本
市
あ
げ
て
PR
す

べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答
（
市
長
）　
６
月
３
日
に
は
応
援
隊
が

結
成
さ
れ
、
市
民
と
の
交
流
イ
ベ
ン
ト
実

施
に
向
け
た
実
行
委
員
会
の
立
ち
上
げ
も

行
わ
れ
た
。
あ
ら
ゆ
る
機
会
に
曲
が
流
れ

る
よ
う
、
各
課
に
検
討
の
指
示
を
し
、
市

庁
舎
で
も
流
し
て
い
き
た
い
。

桜
井
駅
北
口
の
整
備
に
つ
い
て

　
　

駅
前
の
今
回
の
整
備
は
、「
本
市
の

玄
関
口
に
、
そ
ぐ
わ
な
い
」
と
い
う
声
を

多
く
耳
に
す
る
。
草
花
な
ど
を
植
え
、
市

民
か
ら
綺
麗
に
な
っ
た
と
評
価
い
た
だ
け

る
よ
う
再
考
し
て
は
ど
う
か
。

答
（
市
長
）　
桜
井
駅
前
の
魅
力
向
上
を

図
る
た
め
、
県
の
景
観
向
上
推
進
事
業
費

補
助
金
を
活
用
し
、
山
の
辺
の
道
へ
の
玄

関
口
と
し
て
来
訪
者
に
歴
史
を
感
じ
て
も

ら
え
る
よ
う
、
古
墳
や
草
木
を
テ
ー
マ
に

植
栽
エ
リ
ア
と
し
て
整
備
し
た
。
今
後
、

市
民
の
皆
様
か
ら
明
る
く
親
し
み
の
持
て

る
よ
う
、適
正
な
維
持
管
理
に
努
め
た
い
。

今
後
の
松
井
市
政
に
つ
い
て

　
　
５
か
月
先
に
は
市
長
選
挙
が
近
づ
い

て
い
る
が
、
市
長
の
思
い
は
ど
う
か
。

答
（
市
長
）　
市
長
に
就
任
さ
せ
て
い
た

だ
き
、
は
や
４
年
目
を
迎
え
る
。
こ
れ
ま

で
の
３
年
間
は
、
財
政
規
律
重
視
の
行
財

政
改
革
の
取
り
組
み
を
行
う
と
と
も
に
、

今
後
の
ま
ち
づ
く
り
を
行
う
上
で
の
布
石

を
打
つ
事
業
を
中
心
に
行
っ
て
き
た
。
ま

だ
ま
だ
道
半
ば
で
あ
り
、
市
民
の
皆
様
か

ら
引
き
続
き
負
託
を
い
た
だ
き
、
市
政
運

営
に
当
た
ら
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

日
本
遺
産
に
つ
い
て

　
　
日
本
遺
産
と
は
、
地
域
の
歴
史
的
魅

力
や
特
色
を
通
じ
て
、
我
が
国
の
文
化
・

伝
統
を
語
る
ス
ト
ー
リ
ー
を
文
化
庁
が

認
定
す
る
も
の
で
あ
る
。
４
月
に
初
め
て

18
件
が
認
定
さ
れ
、
２
０
２
０
年
ま
で
に

１
０
０
件
ま
で
増
や
す
計
画
と
さ
れ
て
い

る
が
、
認
定
さ
れ
れ
ば
、
当
該
地
域
の
認

知
度
が
高
ま
り
、
本
市
の
観
光
振
興
に
大

き
な
効
果
が
あ
る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答
（
市
長
）　
桜
井
市
歴
史
文
化
基
本
構

想
に
お
い
て
、
市
内
全
域
に
関
連
文
化
財

群
を
設
定
し
、
地
域
の
歴
史
文
化
を
物
語

る
手
段
と
し
て
、
そ
の
魅
力
や
価
値
を
総

合
的
に
保
存
・
活
用
す
る
た
め
の
テ
ー
マ

も
認
定
し
た
。
そ
れ
ら
が
日
本
遺
産
の
要

件
を
備
え
て
い
る
と
考
え
る
。
特
に
「
ヤ

マ
ト
王
権
の
発
祥
と
古
代
国
家
の
成
立
」

を
テ
ー
マ
と
し
た
、
纒
向
遺
跡
、
オ
オ
ヤ

マ
ト
古
墳
群
な
ど
の
ス
ト
ー
リ
ー
が
日
本

遺
産
に
ふ
さ
わ
し
い
と
考
え
て
お
り
、
前

向
き
に
取
り
組
み
た
い
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
つ
い
て

　
　
い
よ
い
よ
10
月
か
ら
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

（
12
桁
の
個
人
番
号
）
が
通
知
さ
れ
る
。

制
度
の
導
入
で
、
社
会
保
障
給
付
等
の
申

請
を
行
う
際
に
、
窓
口
で
提
出
す
る
書
類

が
大
幅
に
削
減
さ
れ
る
な
ど
、
利
便
性
が

向
上
し
、
社
会
保
障
や
税
に
係
る
行
政
事

務
の
効
率
化
が
図
ら
れ
る
ほ
か
、
災
害
時

に
お
け
る
活
用
も
期
待
さ
れ
る
。
そ
の
反

面
、
欧
米
先
進
国
で
は
、
大
規
模
な
個
人

情
報
の
流
出
が
頻
繁
に
起
き
て
い
る
が
、

本
市
の
取
り
組
み
は
万
全
か
。

答
（
市
長
）　
安
全
な
運
用
お
よ
び
個
人

情
報
の
適
正
な
取
り
扱
い
を
確
保
す
る
た

め
、
特
定
個
人
情
報
保
護
評
価
を
行
っ

た
。
こ
れ
は
、
行
政
が
管
理
す
る
シ
ス
テ

ム
内
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
含
む
個
人
情
報

の
フ
ァ
イ
ル
を
保
有
す
る
場
合
に
、
個
人

の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
等
に
与
え
る
影
響
を
予

測
し
た
う
え
で
、
特
定
個
人
情
報
の
漏
え

い
等
を
発
生
さ
せ
る
リ
ス
ク
を
分
析
し
、

軽
減
す
る
た
め
の
適
切
な
措
置
を
講
ず
る

こ
と
を
宣
言
す
る
も
の
で
あ
る
。
本
市
に

お
い
て
も
、
国
の
評
価
基
準
に
基
づ
き
、

住
民
基
本
台
帳
関
係
事
務
を
は
じ
め
と
す

る
、
特
定
個
人
情
報
を
利
用
す
る
事
務
ご

と
に
評
価
を
実
施
し
、
17
の
基
礎
項
目
に

つ
い
て
公
表
し
て
い
る
。
今
後
は
、
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
の
運
用
を
行
い
な
が
ら
、
独
自

利
用
の
範
囲
に
お
い
て
、
必
要
で
あ
る
事

項
が
生
じ
た
な
ら
ば
対
応
し
た
い
。

一
般
質
問　
高　
谷　
二
三
男　
議
員

一
般
質
問　
東　
　
　
俊　
克　
議
員

市区町村で無償で受け取れる
個人番号カード（イメージ）

桜井市 " 初 " 観光親善大使の
水森かおりさん

問		

問		

問		問		

問		問		
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議会だより

県
と
の
包
括
協
定
に
基
づ
く
諸
施
策
に
つ

い
て

　
　
県
と
の
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
包
括

協
定
の
締
結
は
、
本
市
に
と
っ
て
、
非
常

に
心
強
い
も
の
で
あ
る
が
、
ど
れ
だ
け
の

構
想
を
出
せ
る
か
が
、
成
否
の
鍵
を
握

る
。
大
神
神
社
参
道
周
辺
地
区
に
つ
い
て

は
、
中
央
参
道
整
備
を
中
心
と
し
た
構
想

で
あ
る
よ
う
だ
が
、
も
っ
と
将
来
を
見
据

え
、
老
朽
化
が
進
む
芝
運
動
公
園
等
を
移

転
し
、
１
６
９
号
線
の
バ
イ
パ
ス
ま
で
道

路
を
整
備
し
、
道
の
駅
等
も
含
め
た
周
辺

整
備
を
考
え
て
は
ど
う
か
。
ま
た
、
長
谷

寺
門
前
町
周
辺
地
域
は
、
市
東
部
地
域
振

興
に
非
常
に
重
要
で
あ
る
。
と
り
わ
け
白

河
バ
イ
パ
ス
の
整
備
は
、
長
谷
寺
参
道
整

備
を
す
る
う
え
で
も
欠
く
こ
と
が
出
来
な

い
課
題
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答
（
市
長
）　
芝
運
動
公
園
の
配
置
移
転

や
１
６
９
号
バ
イ
パ
ス
ま
で
の
道
路
整
備

は
、
現
計
画
案
に
は
含
ま
れ
な
い
が
、
三

輪
の
更
な
る
に
ぎ
わ
い
を
も
た
ら
す
た
め

に
は
、
是
非
と
も
必
要
な
考
え
で
あ
り
、

今
後
の
ま
ち
づ
く
り
に
生
か
し
て
い
き
た

い
。
ま
た
、
白
河
バ
イ
パ
ス
の
役
割
が
ク

ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
き
て
お
り
、
こ
の

機
会
を
逃
せ
ば
実
現
は
な
い
と
強
い
思
い

で
、
改
め
て
県
に
要
望
し
て
行
き
た
い
。

実
現
の
た
め
に
は
、
何
よ
り
も
地
元
の
理

解
と
協
力
が
必
要
で
あ
り
、行
政
、議
会
、

地
元
一
体
で
取
り
組
み
た
い
。

入
札
制
度
の
適
正
化
に
つ
い
て

　
　
市
が
発
注
す
る
全
て
の
契
約
は
、
法

に
基
づ
き
公
平・公
正
が
大
原
則
で
あ
る
。

随
意
契
約
は
競
争
入
札
の
例
外
規
定
と
考

え
る
が
、
今
年
度
、
８
０
０
万
円
近
い
大

き
な
契
約
が
随
意
契
約
で
処
理
さ
れ
た
と

聞
く
が
ど
う
か
。
ま
た
、
同
じ
事
業
の
契

約
を
、
年
度
に
よ
っ
て
競
争
入
札
か
ら
随

意
契
約
に
変
更
し
た
市
の
対
応
も
問
題
が

あ
る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答
（
市
長
）　
随
意
契
約
の
理
由
の
主
な

も
の
は
、
緊
急
性
や
競
争
入
札
を
行
う
こ

と
が
不
利
と
認
め
ら
れ
る
場
合
で
あ
り
、

公
共
の
契
約
は
、
競
争
入
札
が
原
則
で
あ

る
。
業
務
を
ス
ム
ー
ズ
に
完
遂
で
き
る
よ

う
手
法
等
も
含
め
見
直
し
を
行
い
、
改
善

し
た
い
。

答
（
環
境
部
長
）　
高
額
な
随
意
契
約
と

な
っ
た
春
季
河
川
清
掃
委
託
で
あ
る
が
、

い
っ
た
ん
行
っ
た
随
意
契
約
を
双
方
合
意

の
上
、
契
約
を
解
除
し
、
改
め
て
指
名
競

争
入
札
と
し
た
。

一
般
質
問　
札　
辻　
輝　
已　
議
員

少
年
少
女
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
支
援
に
つ
い

て
　
　

２
０
２
０
年
に
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
が
決
定
し

た
こ
と
は
、
子
ど
も
の
数
が
減
少
の
一
途

を
た
ど
る
我
が
国
に
お
い
て
は
、
ス
ポ
ー

ツ
を
通
し
て
、
世
界
に
目
を
向
け
、
夢
を

持
つ
子
ど
も
た
ち
が
増
え
る
と
い
う
点
か

ら
も
、
大
き
な
意
義
を
持
つ
。
日
本
中
に

勇
気
と
活
力
を
与
え
て
く
れ
る
日
本
選
手

団
の
活
躍
を
期
待
す
る
と
と
も
に
、
全
国

大
会
や
国
際
大
会
に
参
加
す
る
本
市
の
子

ど
も
た
ち
に
も
、
交
通
費
や
宿
泊
代
等
の

補
助
基
準
を
設
け
て
は
ど
う
か
。

答
（
教
育
長
）　
子
ど
も
た
ち
が
ス
ポ
ー

ツ
を
す
る
こ
と
で
体
力
の
向
上
、
ま
た
、

規
範
意
識
の
醸
成
に
つ
な
が
る
こ
と
か

ら
、
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
は
、
重
要
と
考
え

る
。
県
内
各
市
の
状
況
で
は
、
国
際
大
会

や
全
国
大
会
出
場
に
際
し
、基
準
を
設
け
、

補
助
金
や
激
励
金
が
支
出
さ
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
市
バ
ス
で
の
送
迎
も
含
め
、
前

向
き
に
検
討
し
た
い
。

「
お
も
て
な
し
の
心
」
に
つ
い
て

　
　
市
長
は
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催

も
見
据
え
、
い
ち
早
く
県
と
の
包
括
協
定

を
結
ぶ
な
ど
、
観
光
を
主
体
と
し
た
戦
略

に
も
着
目
さ
れ
て
い
る
と
考
え
る
。
そ
こ

で
本
市
の
「
お
も
て
な
し
の
心
」
を
挙
げ

る
と
す
れ
ば
何
か
。
山
の
辺
の
道
は
年
間

何
十
万
人
が
訪
れ
る
国
内
有
数
の
ハ
イ
キ

ン
グ
コ
ー
ス
で
あ
る
が
、
本
市
が
山
の
辺

の
道
の
起
点
で
あ
る
べ
く
、
天
理
市
の
ト

レ
イ
ル
セ
ン
タ
ー
の
よ
う
な
施
設
が
あ
っ

て
然
る
べ
き
で
は
な
い
か
。
ま
た
国
内
外

か
ら
の
来
訪
者
を
迎
え
る
玄
関
口
と
し
て

桜
井
駅
北
口
や
JR
三
輪
駅
の
ト
イ
レ
の
整

備
が
急
務
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答
（
市
長
）　
市
内
の
観
光
関
連
団
体
に

よ
る
桜
井
市
お
も
て
な
し
仕
組
み
づ
く
り

協
議
会
を
６
月
２
日
に
発
足
し
、
更
な
る

魅
力
の
向
上
を
図
り
、
宿
泊
者
や
観
光
客

の
満
足
度
向
上
に
努
め
た
い
。
山
の
辺
の

道
の
起
点
は
金
屋
と
自
負
し
て
い
る
が
、

施
設
の
設
置
に
つ
い
て
は
将
来
の
課
題
と

し
た
い
。
ま
た
、
桜
井
駅
北
口
の
ト
イ
レ

に
つ
い
て
は
、案
内
板
の
設
置
を
検
討
し
、

表
示
板
も
照
明
で
照
ら
す
な
ど
の
改
善
を

図
り
た
い
。
JR
三
輪
駅
の
ト
イ
レ
は
、
建

設
後
30
年
経
過
し
、男
女
が
共
用
で
あ
る
。

県
と
の
連
携
協
定
に
お
け
る
三
輪
の
ま
ち

づ
く
り
の
中
で
、
JR
と
も
協
議
を
行
い
な

が
ら
検
討
し
た
い
。

一
般
質
問　
井　
戸　
良　
美　
議
員

長谷寺参道

近鉄桜井駅北口トイレ

問		

問		

問		 問		
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議会だより

中
和
幹
線
沿
道
大
福
地
区
へ
の
イ
オ
ン
リ

テ
ー
ル
（
株
）
の
出
店
の
遅
れ
に
つ
い
て

　
　
企
業
誘
致
に
関
し
て
は
、
一
定
の
成

果
が
表
れ
て
き
た
と
考
え
る
が
、
イ
オ
ン

リ
テ
ー
ル
に
つ
い
て
は
、
未
だ
に
出
店
の

目
途
が
立
た
な
い
状
況
に
あ
る
。
下
水
道

の
布
設
と
発
掘
調
査
が
大
き
な
課
題
と
考

え
る
が
ど
う
か
。

答
（
市
長
）　
試
掘
の
結
果
、
発
掘
面
積

の
増
加
等
に
よ
り
、
調
査
費
用
が
イ
オ
ン

側
と
乖
離
し
て
お
り
、
協
議
中
と
聞
く
。

実
現
に
向
け
、
最
善
の
努
力
を
し
た
い
。

答
（
教
育
長
）　
発
掘
規
模
が
広
範
囲
な

た
め
、
県
や
民
間
に
協
力
を
仰
ぎ
、
発
掘

費
用
、
発
掘
期
間
の
軽
減
に
全
力
を
あ
げ

た
い
。

答
（
上
下
水
道
部
長
）　
下
水
道
に
つ
い

て
は
、
今
年
度
、
市
道
大
福
新
道
線
の
中

和
幹
線
交
差
点
ま
で
と
西
側
を
整
備
し
、

東
側
も
引
き
続
き
整
備
し
て
い
く
。

三
輪
そ
う
め
ん
の
ブ
ラ
ン
ド
力
向
上
と
販

路
拡
大
の
た
め
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

　
　
三
輪
そ
う
め
ん
は
、
歴
史
と
伝
統
的

な
製
法
が
脈
々
と
受
け
継
が
れ
、
決
し
て

絶
や
し
て
は
な
ら
な
い
食
文
化
で
あ
る
。

ブ
ラ
ン
ド
力
向
上
と
販
路
拡
大
に
向
け
た

取
り
組
み
は
ど
う
か
。
ま
た
、「
三
輪
そ

う
め
ん
の
日
」
の
条
例
制
定
や
三
輪
素
麺

工
業
協
同
組
合
に
よ
る
、
小
学
生
の
そ
う

め
ん
体
験
学
習
を
行
う
考
え
は
な
い
か
。

答
（
市
長
）　
生
産
者
の
団
体
で
あ
る
奈

良
県
三
輪
素
麺
工
業
協
同
組
合
、
県
三
輪

素
麺
販
売
協
議
会
、
県
、
市
、
地
元
金
融

機
関
が
、
一
丸
と
な
り
取
り
組
む
こ
と
と

な
っ
た
。
条
例
制
定
に
つ
い
て
は
、
情
報

交
換
会
で
検
討
し
、前
向
き
に
考
え
た
い
。

答
（
教
育
長
）　
今
後
、
総
合
的
な
時
間

等
を
使
い
、
手
延
べ
体
験
も
さ
せ
て
い
き

た
い
。ま
た
、新
し
い
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

に
な
れ
ば
、
そ
う
め
ん
を
食
材
と
し
た
献

立
の
幅
を
さ
ら
に
工
夫
し
た
い
。

本
庁
舎
の
建
替
え
に
つ
い
て

　
　
築
50
年
が
経
過
し
、
老
朽
化
が
進
む

現
在
の
市
庁
舎
で
は
、
震
度
８
～
９
と
さ

れ
る
巨
大
地
震
等
の
発
生
時
に
多
く
の
犠

牲
者
を
出
す
ば
か
り
か
、
災
害
対
策
本
部

等
防
災
拠
点
の
機
能
も
発
揮
で
き
な
い
。

耐
震
改
修
で
は
な
く
、
建
替
え
に
向
け
た

検
討
が
早
急
に
必
要
で
は
な
い
か
。

答
（
市
長
）　
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計

画
の
策
定
を
進
め
、
そ
の
中
で
、
よ
り
具

体
的
に
本
庁
舎
の
建
替
え
を
含
め
、
検
討

を
進
め
た
い
。

今
後
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

　
　
日
本
は
、
２
０
０
８
年
を
ピ
ー
ク
に

人
口
減
少
の
局
面
を
迎
え
て
い
る
。
こ
の

人
口
減
少
を
克
服
し
、
東
京
一
極
集
中
を

是
正
す
る
た
め
、
国
は
地
方
創
生
に
取
り

組
む
法
律「
ま
ち・ひ
と・し
ご
と
創
生
法
」

を
制
定
し
、
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
と
総
合
戦
略

を
策
定
し
た
。
市
町
村
に
お
い
て
も
、
地

方
版
を
策
定
す
る
こ
と
が
法
に
よ
り
求
め

ら
れ
て
い
る
が
、
今
後
、
策
定
す
る
地
方

版
総
合
戦
略
と
昨
年
12
月
に
締
結
し
た
県

と
の
包
括
協
定
に
基
づ
く
ま
ち
づ
く
り
と

の
整
合
性
は
、ど
の
よ
う
に
図
る
考
え
か
。

答
（
市
長
）　
本
市
に
お
い
て
も
、
本
格

的
な
人
口
減
少
社
会
が
到
来
す
る
中
、
安

心
し
て
暮
ら
し
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
地

域
の
実
現
と
地
域
資
源
を
生
か
し
、
活
性

化
を
図
る
た
め
、
本
年
10
月
末
ま
で
に
地

方
版
総
合
戦
略
を
策
定
す
る
。
策
定
に
あ

た
っ
て
は
、
県
と
の
ま
ち
づ
く
り
包
括
協

定
を
見
据
え
、
整
合
性
を
持
た
せ
た
い
。

　
　
桜
井
駅
周
辺
地
区
の
ま
ち
づ
く
り
の

中
で
検
討
す
る
市
全
体
の
ま
ち
づ
く
り
の

基
本
方
針
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

答
（
市
長
）　
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
る
た
め
に
は
、
限
ら
れ
た
資
源
の

集
中
的
、効
率
的
な
利
用
が
必
要
で
あ
り
、

今
あ
る
現
状
を
き
ち
ん
と
認
識
し
、
将
来

の
人
口
を
見
据
え
、
地
域
に
必
要
な
機
能

を
適
正
に
配
置
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
と

考
え
て
い
る
。
本
年
度
は
、
そ
の
た
め
の

基
礎
調
査
を
行
う
。

　
　

人
口
減
少
を
克
服
す
る
た
め
に
は
、

定
住
促
進
事
業
、
特
に
若
い
世
代
の
転
入

促
進
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。
子
育
て

の
サ
ポ
ー
ト
や
高
齢
者
の
介
護
支
援
と

い
っ
た
地
域
の
課
題
を
解
決
す
る
た
め
、

二
世
帯
住
宅
に
対
す
る
支
援
が
有
効
と
考

え
る
が
ど
う
か
。
ま
た
、
第
一
種
低
層
住

宅
地
域
に
お
い
て
二
世
帯
住
宅
を
建
築
す

る
た
め
に
も
、
建
ぺ
い
率
や
容
積
率
な
ど

の
規
制
緩
和
を
し
て
は
ど
う
か
。

答
（
市
長
）　
多
世
代
の
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
る
中
、
二
世
帯
住
宅
へ
の
支
援
を
採

用
す
る
自
治
体
が
増
え
て
お
り
、
効
果
が

大
き
い
と
考
え
る
。
建
ぺ
い
率
等
の
緩
和

は
、
市
全
体
の
都
市
機
能
の
配
置
を
考
え

る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
現
時
点
で
は

用
途
地
域
の
変
更
は
困
難
と
考
え
る
が
、

二
世
帯
住
宅
へ
の
支
援
と
併
せ
、
先
進
地

の
事
例
を
研
究
し
、
総
合
戦
略
の
策
定
の

中
で
検
討
し
た
い
。

問��

問��

問��

問��

問��

一
般
質
問　
土　
家　
靖　
起　
議
員

一
般
質
問　
岡　
田　
光　
司　
議
員

出店が遅れている
イオンリテールの計画地

包括協定に基づくまちづくりの
ひとつである桜井駅周辺

問		
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生
活
困
窮
者
支
援
に
つ
い
て

　
　
本
年
４
月
に
生
活
困
窮
者
自
立
支
援

法
が
施
行
さ
れ
、
本
市
に
お
い
て
も
６
月

か
ら
、
ま
ほ
ろ
ば
セ
ン
タ
ー
で
桜
井
市
く

ら
し
と
し
ご
と
支
援
セ
ン
タ
ー
が
ス
タ
ー

ト
し
た
。
事
業
な
ら
び
に
今
後
の
取
り
組

み
は
ど
う
か
。
ま
た
、
こ
の
制
度
の
成
否

の
鍵
は
、
任
意
事
業
と
さ
れ
る
就
労
準
備

事
業
や
家
計
相
談
事
業
の
実
施
に
あ
る
と

考
え
る
が
、
本
市
は
行
う
考
え
か
。

答
（
市
長
）　
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
街

の
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー
・
セ
ー
フ
テ
ィ
ー

ネ
ッ
ト
と
し
て
、
生
活
保
護
に
至
る
前
に

早
期
発
見
、
支
援
提
供
、
自
立
を
サ
ポ
ー

ト
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
生
活
困
窮
者
の

相
談
に
応
じ
、
個
々
の
支
援
計
画
の
作
成

や
就
労
先
・
住
居
の
確
保
等
の
必
要
な

サ
ー
ビ
ス
に
つ
な
げ
て
い
く
。
待
ち
の
姿

勢
で
な
く
、
関
係
部
署
や
関
係
機
関
を
は

じ
め
、
今
後
は
地
域
福
祉
相
談
員
と
も
連

携
し
、
事
業
の
充
実
を
図
り
た
い
。
就
労

に
必
要
な
訓
練
や
就
労
体
験
を
行
う
機
会

を
提
供
す
る
就
労
支
援
や
、
支
出
の
節
約

等
に
関
す
る
指
導
を
行
う
家
計
相
談
事
業

は
、
早
期
に
実
施
す
べ
き
と
認
識
し
て
い

る
が
、
ま
ず
は
自
立
相
談
支
援
事
業
を
軌

道
に
乗
せ
た
後
に
、
今
後
の
課
題
と
し
て

取
り
組
み
た
い
。

不
育
症
対
策
に
つ
い
て

　
　
本
市
で
は
、
少
子
化
対
策
の
一
環
と

し
て
、
昨
年
度
よ
り
不
妊
に
悩
む
方
へ
の

経
済
的
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、
一
般
不

妊
治
療
の
助
成
制
度
を
実
施
し
、
過
去
20

人
の
方
が
、利
用
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

子
ど
も
を
授
か
り
た
い
と
願
う
方
で
、
子

ど
も
に
恵
ま
れ
な
い
方
は
、
不
妊
症
の
方

だ
け
で
な
く
、
妊
娠
は
す
る
が
、
流
産
や

死
産
等
を
２
回
以
上
繰
り
返
す
不
育
症
の

方
も
お
ら
れ
る
。
精
神
的
に
も
経
済
的
に

も
負
担
が
大
き
い
、
不
育
症
治
療
に
も
助

成
が
必
要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答
（
市
長
）　
不
育
症
の
問
い
合
わ
せ
に

つ
い
て
は
、
平
成
26
年
度
で
１
件
あ
っ
た

が
、
本
市
に
支
援
制
度
は
な
く
、
橿
原
市

に
あ
る
県
の
不
妊
専
門
相
談
セ
ン
タ
ー
を

紹
介
し
た
。
今
後
、
不
妊
治
療
か
ら
不
育

治
療
に
つ
な
が
る
よ
う
、
実
施
に
向
け
て

積
極
的
に
取
り
組
み
た
い
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

●	

空
き
家
対
策
に
つ
い
て

●	

胃
が
ん
対
策
に
つ
い
て

●	

命
の
パ
ス
ポ
ー
ト
に
つ
い
て

一
般
質
問　
大　
西　
　
　
亘　
議
員

市
指
定
ご
み
収
集
袋
の
強
度
に
つ
い
て

　
　
「
市
指
定
ご
み
収
集
袋
の
強
度
が
弱

く
な
っ
た
」
と
、
苦
情
が
多
く
寄
せ
ら
れ

て
い
る
が
、
市
は
把
握
し
て
い
た
の
か
。

答
（
市
長
）　
昨
年
10
月
頃
よ
り
、
電
話

等
で
苦
情
や
改
善
要
求
が
あ
り
把
握
し
て

い
た
。
担
当
部
局
に
は
、
早
急
に
強
度
を

満
た
し
た
ご
み
袋
を
配
置
す
る
よ
う
指
示

を
し
た
。
市
民
に
ご
不
便
、
ご
迷
惑
を
か

け
た
こ
と
を
お
詫
び
す
る
。

答
（
環
境
部
長
）　
苦
情
も
寄
せ
ら
れ
て

い
た
が
、使
用
に
耐
え
ら
れ
る
と
判
断
し
、

使
用
い
た
だ
い
た
。
平
成
26
年
度
落
札
業

者
に
は
、再
三
再
四
改
善
要
求
を
行
っ
た
。

早
い
時
期
に
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
報
告

し
た
い
。

　
　
外
部
機
関
へ
の
検
査
依
頼
に
つ
い
て

答
（
環
境
部
長
）　
納
品
前
に
試
作
品
と

強
度
等
の
外
部
検
査
機
関
に
よ
る
検
査
結

果
証
明
書
を
提
出
さ
せ
、
確
認
も
し
て
い

た
。
今
後
は
、
販
売
品
の
検
査
も
実
施
し

た
い
。

　
　
強
度
を
満
た
し
て
い
な
い
商
品
を
正

規
の
値
段
で
購
入
し
て
い
た
市
民
に
、
事

実
を
、
は
っ
き
り
と
周
知
し
、
返
品
・
返

金
等
の
対
応
を
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
（
市
長
）　
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で

報
告
さ
せ
て
い
た
だ
く
内
容
に
つ
い
て
、

現
場
と
調
整
を
検
討
し
た
い
。

燃
え
る
ご
み
の
収
集
に
つ
い
て

　
　
月
・
木
コ
ー
ス
は
、
月
曜
日
が
祭
日

や
振
替
休
日
に
な
る
こ
と
か
ら
、
火
・
金

コ
ー
ス
に
比
べ
少
な
い
。
近
隣
の
市
町
村

で
は
、
休
日
も
収
集
し
て
い
る
が
、
本
市

も
行
う
考
え
は
な
い
か
。

答
（
市
長
）　
全
て
の
祭
日
等
の
対
応
は

困
難
な
面
も
あ
る
が
、
年
間
を
通
じ
て
、

不
公
平
や
市
民
サ
ー
ビ
ス
に
支
障
が
生
じ

ぬ
よ
う
現
在
検
討
し
て
い
る
。

桜
井
市
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
ご
み
焼
却
施
設

の
処
理
灰
に
よ
る
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
濃
度
基

準
値
超
過
に
つ
い
て

　
　
現
在
、
ば
い
じ
ん
処
理
物
等
の
ダ
イ

オ
キ
シ
ン
類
濃
度
は
、
適
正
値
を
確
保
で

き
て
い
る
か
。
加
熱
脱
塩
素
化
装
置
、
い

わ
ゆ
る
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
除
去
装
置
は
設
置

さ
れ
た
の
か
。
既
に
稼
働
し
て
い
る
の
で

あ
れ
ば
、
効
果
は
検
証
さ
れ
て
い
る
か
。

答
（
市
長
）　
一
定
の
排
出
量
ご
と
に
測

定
分
析
し
、
基
準
値
以
下
で
あ
る
こ
と
を

確
認
し
て
い
る
。
加
熱
脱
塩
素
化
装
置
は

本
格
稼
働
に
向
け
、
試
運
転
調
整
し
て
お

り
、
近
々
効
果
の
検
証
を
行
い
た
い
。

一
般
質
問　
吉　
田　
忠　
雄　
議
員

桜井市くらしとしごと支援セン
ター（まほろばセンター２階）

取り付けられたダイオキシン
除去装置の一部

問��

問��

問��

問��問��

問��問��
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まちづくりに関する包括協定の締結地区紹介 Vol.1

環
境
部
か
ら
ご
み
収
集
袋
に

つ
い
て
の
お
詫
び

　

桜
井
市
指
定
収
集
袋
に
つ
き
ま
し
て
、

平
成
26
年
度
製
造
の
製
品
に
つ
い
て
「
強

度
が
弱
く
な
っ
た
」「
や
ぶ
れ
や
す
く
な
っ

た
」
と
の
意
見
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
し
た

が
、使
用
に
耐
え
ら
れ
る
と
判
断
し
、使
っ

て
い
た
だ
い
て
い
ま
し
た
。
現
時
点
で
は

改
善
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
市
民
の
み
な
さ

ん
に
ご
不
便
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
し
た

こ
と
を
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。

　
今
後
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
の
な
い
よ
う

万
全
を
期
し
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
ご
理

解
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
な
お
、
ご
み

袋
の
使
用
前
に
底
が
開
い
て
い
る
、
ま
た

は
裂
け
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
交
換
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
環
境
総
務
課
（

45
‐

２
０
０
１
）へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

効
率
的
な
ご
み
収
集
の
た
め
に

　
家
庭
か
ら
出
る
ご
み
は
、
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
で
収
集
し
、
集
積
場
所
を
出
来
る
限
り

少
な
く
す
る
の
が
効
率
的
で
す
。
そ
の
た

め
に
は
、
ご
み
カ
レ
ン
ダ
ー
で
確
認
し
、

決
め
ら
れ
た
日
の
決
め
ら
れ
た
時
間
（
午

前
８
時
30 
分
）
ま
で
に
、
決
め
ら
れ
た
場

所
に
出
す
ル
ー
ル
を
守
っ
て
い
た
だ
く
こ

と
が
必
要
で
す
。

　
収
集
車
が
安
全
か
つ
効
率
的
に
運
行
で

き
る
よ
う
に
、
市
民
の
み
な
さ

ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

中和幹線粟殿近隣（医療・福祉・防災の新拠点施
設）周辺地区

　協定の対象地区の１つ、
中和幹線粟殿近隣周辺地区
では、子育て支援の拡充や
在宅医療の充実、地域包括
ケアシステムの構築、健康づくり、そして消防力の
向上と救急医療連携の充実を目指します。
　これらの取り組みを進めるため、６月に個別協定
である「医療・福祉・防災の新拠点の整備に関する
協定」を奈良県と締結しました。この拠点施設として、
旧奈良県桜井総合庁舎や旧奈良県桜井土木事務所を
活用します。なお、両施設の活用に伴い、県の支援
措置として借地料や購入代金の減額を受けています。
　今後、両施設は大規模改修等の工事を行うなど、
桜井市の医療・福祉の新拠点、防災の新拠点として
整備し、効果的なまちづくりを進めます。
医療・福祉の新拠点

　
　旧奈良県桜井総合庁舎の敷地を奈良県から賃借し、
建物の譲与を受けました。この施設を活用し、桜井
市の医療・福祉の新拠点として設置します。

　この施設は、健康推進課や児童福祉課（一部）事
務室、休日応急診療所や各種検診スペース、子育て
支援施設である「つどいの広場」、社会福祉協議会等
が入居する予定です。来年夏頃の医療・福祉の新拠
点開設に向け、準備を進めていきます。
防災の新拠点

　旧奈良県桜井土木事務所の敷地を奈良県から桜井
市が購入し、建物は奈良県広域消防組合が購入しま
した。この施設を活用し、桜井市の防災の新拠点の
設置を進めます。
　この施設は、奈良県広域消防組合桜井消防署の移
転先となる予定です。平成 29年１月頃の防災の新
拠点への移転・消防防災の機能強化に向け、準備を
進めます。
　今後、この地区の持続的発展と活性化を目指し、
桜井中央児童公園の整備や国道 169号の歩道段差解
消などについて、奈良県と連携し取り組んでいく予
定です。

▽問い合わせ先　総務課（ 42‐9111 内線 326）

　次号は、大神神社参道周辺まちづくりについて紹
介します。

旧奈良県桜井総合庁舎

旧奈良県桜井土木事務所

昨年12月に締結した県との包括協定の対象地区について、５か月にわたって紹介していきます。
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　今回は、市民目線で「桜井のとっておき」を
選んだ「大和さくらい１００選」の中から、２
か所を紹介するよ～。

「ひみこちゃんのページ」
http://www.city.sakurai.lg.jp/himiko/index.html
観光まちづくり課
（ 42‐ 9111内線 342）
E-mail：kanko@city.sakurai.lg.jp�

　まずは、知恵のパワースポットに選ばれている安倍文殊院に行ったよ～。
「三人寄れば文殊の智恵」で知られる文殊さんだよ。
　知恵と学問の神様として有名で、たくさんの受験生たちが訪れているよ
ね。バリアフリー、電子マネー決済対応、無料Wi-Fi 設置など参拝者への
環境整備も抜群！
　安倍文殊院といえば金閣浮御堂だね。安倍仲麻呂や安倍晴明など安倍一
族をお祀りするためのもので、堂内には２人の像などが安置されているよ。

秋にはコスモスがたくさん咲いて、コスモス
でつくった迷路が体験できるんだって！

安倍文殊院
土舞台

若桜神社

艸墓古墳
河西天満神社

奈良情報商業高校

メスリ山古墳

安倍寺跡

国道165号

県
道
15
号

上之宮遺跡

※昨年の様子

　こっちは河西にある河西天満神社だよ～。
四季折々の季節を感じることができる場所と
してビューポイントに選ばれているよ！昨
年、本殿を建て替えたところなんだって。

本
堂
を
参
拝
し
た
人
に
は
、

お
抹
茶
と
お
菓
子
の
お
も
て

な
し
も
あ
る
よ
♪
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番号のおかけ間違いのないようにご注意ください。10
健 康 だ よ り ※お問い合わせは健康推進課

　　（保健会館　 ４５‐ ３４４３）へ

月の保健事業
乳幼児健康診査（対象者には個人通知します。内容・持ち物等はそちらで確認してください。）

事業名 対象者 日時（受付時間） 場所

４か月児健康診査 平成27年6月�1日～ 6 月 15 日生まれ 10月15日（木）13：00～ 14：00

保
健
会
館

平成27年6月16日～ 6 月 30 日生まれ 10月30日（金）13：00～ 14：00

10か月児健康診査 平成26年12月�1日～ 12月15日生まれ 10月16日（金）13：00～ 14：00
平成26年12月16日～ 12月 31日生まれ 10月29日（木）13：00～ 14：00

1歳 6か月児健康診査 平成26年3月�1日～ 3 月 15 日生まれ 10 月1 日（木）13：00～ 14：00
平成26年3月16日～ 3 月 31 日生まれ 10 月2 日（金）13：00～ 14：00

2歳 6か月児歯科健康診査 平成 25年 3月生まれ 10 月1 日（木）９：00 ～ 10：00

3歳 6か月児健康診査 平成24年3月�1日～ 3 月 15 日生まれ 10月21日（水）13：00～ 14：00
平成24年3月16日～ 3 月 31 日生まれ 10月22日（木）13：00～ 14：00

相談・教室
事業名 対象者 日時 場所 内容 持ち物 申込

すくすく相談
（乳幼児健康相談）

主に生後 9 か月
未満の乳児

10月6日（火）�
�9：30～ 10：00▲ 保

健
会
館

身体計測・育児相談・
栄養相談

母子健康手帳・
バスタオル

不
要主に生後 9 か月

～ 1 歳 7 か月未
満の乳幼児

10月27日（火）��
９：30～ 10：00▲

もぐもぐ教室
（離乳食教室）

生後５か月～８
か月未満の乳児
の保護者

10月8日（木）
13：30～15：00◎

中
央

公
民
館

離乳食の話・実演・試食
※対象児に限り託児あり
（託児定員　12名）

母子健康手帳・
筆記用具 要

パパママ教室
第１子目の妊娠 6
か月～ 9 か月未
満の妊婦とその
家族

10月24日（土）��
９：30～ 12：00◎

保
健
会
館

赤ちゃん人形で沐浴や
オムツ交換・抱っこ体
験等妊婦体験（希望者）

母子健康手帳・
筆記用具 要

（
15
組
）

▲受付時間　◎実施時間　　〈要申込〉の事業は電話で健康推進課まで。

なら歯と口腔の健康づくりフェスティバル

▽日時　11 月 1 日（日）午後０時 30 分～４時（予定）

▽場所　奈良県歯科医師会館（奈良市二条町 2 ‐ 9 ‐ 2 0742 ‐ 33 ‐ 0861）

▽費用　無料

▽内容　歯科保健事業に貢献した団体および個人の顕彰
　　　　歯科保健に関するアトラクション
　　　　フッ化物塗布、おもしろ実験
　　　　講演（県民公開講座）　講師：鈴木明子さん（プロフィギュアスケーター）
　　　　その他歯科保健の啓発に関すること
※ フッ化物塗布（満 3 歳～ 12 歳児対象・先着 200 名・午後１時～３時）および、おもしろ実験（満 7

歳～ 12 歳児対象・先着 70 名・午後１時 30 分～２時 30 分）については申込みが必要です

▽  申込方法　1 名につき 1 枚の往復ハガキに住所・電話番号・子どもの氏名・年齢を記入のうえ、申込ん
でください。1 名で「フッ化物塗布」と「おもしろ実験」の両方を申込む場合は、それぞれ別の往復ハ
ガキを使用してください。

▽応募期間　9 月 10 日（木）～ 25 日（金）※ 10 月中旬までに採否を返信します。

▽  申込先　奈良県歯科医師会　なら歯と口腔の健康づくりフェスティバル「フッ化物塗布」係または「お
もしろ実験」係（〒 630 ‐ 8002 奈良市二条町 2 ‐ 9 ‐ 2）

▽主催　（一社）奈良県歯科医師会
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10
月
１
日
か
ら
高
齢
者
（
満
65

歳
以
上
）
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種
が
始
ま
り
ま
す

　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
通
常
の
風

邪
と
は
異
な
り
、
38
度
以
上
の
発

熱
（
高
熱
の
で
な
い
場
合
も
あ
り

ま
す
）、頭
痛
、関
節
痛
、筋
肉
痛
、

せ
き
、
の
ど
の
痛
み
、
鼻
水
な
ど

の
症
状
が
で
ま
す
。
特
に
高
齢
者

や
慢
性
疾
患
を
も
っ
て
い
る
人
が

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
か
か
っ
た
場

合
は
、
気
管
支
炎
や
肺
炎
な
ど
の

合
併
症
を
起
こ
し
重
症
化
し
や
す

く
な
り
ま
す
。

　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
を

受
け
る
こ
と
で
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
に
か
か
っ
て
も
重
症
化
を
防
ぐ

効
果
が
期
待
さ
れ
ま
す
の
で
、
流

行
前
に
接
種
し
ま
し
ょ
う
。

▽
対
象
者

　
①
接
種
時
点
で
満
65
歳
以
上

　
② 

満
60
歳
以
上
65
歳
未
満
で
、

心
臓
、
腎
臓
、
呼
吸
器
の
機

能
、
ま
た
は
ヒ
ト
免
疫
不
全

ウ
イ
ル
ス
に
よ
り
日
常
生
活

が
極
め
て
制
限
さ
れ
る
ほ
ど

の
障
害
を
有
し
、
身
体
障
害

者
手
帳
を
お
持
ち
の
人

※ 

①
②
と
も
に
、
自
ら
接
種
を
希

望
す
る
人
が
対
象
で
す
。

※ 

今
年
満
65
歳
に
な
る
人
（
昭
和

25
年
１
月
１
日
～
昭
和
25
年
12

月
31
日
生
ま
れ
）
に
個
人
通
知

し
ま
す
。
昭
和
24
年
以
前
生
ま

れ
の
人
も
、
実
施
期
間
内
に
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
接
種

を
希
望
す
る
人
は
医
療
機
関
の

窓
口
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

▽�

接
種
期
間　
10
月
１
日
～
12
月

31
日
ま
で
（
※
昭
和
25
年
12
月

生
ま
れ
の
人
は
平
成
28
年
１
月

31
日
ま
で
）

※ 

接
種
期
間
を
過
ぎ
た
場
合
や
同

じ
年
度
内
で
２
回
目
以
降
の
接

種
は
全
額
自
己
負
担
に
な
り
ま

す
。

▽
費
用　
１
、５
０
０
円

※ 

生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
人
、

市
民
税
非
課
税
世
帯
の
人
は
自

己
負
担
金
が
無
料
に
な
り
ま

す
。
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る

人
に
は
証
明
書
を
郵
送
し
ま
す

の
で
、
証
明
書
を
医
療
機
関
の

窓
口
に
渡
し
て
く
だ
さ
い
。
市

民
税
非
課
税
世
帯
の
人
は
接
種

前
に
健
康
推
進
課
で
手
続
き
が

必
要
で
す
。
無
料
対
象
者
で

あ
っ
て
も
手
続
き
な
く
接
種
し

た
場
合
は
、
自
己
負
担
金
は
免

除
（
無
料
）
に
な
り
ま
せ
ん
の

で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

▽ 

実
施
場
所　
市
内
の
予
防
接
種

実
施
医
療
機
関
（
２
０
１
５
年

度
健
康
カ
レ
ン
ダ
ー
に
掲
載
）

※
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。

※ 

市
外
の
医
療
機
関
で
接
種
を
希

望
す
る
場
合
は
接
種
前
に
健
康

推
進
課
（
保
健
会
館
）
で
手
続

き
が
必
要
で
す
。
手
続
き
に
は

印
鑑
と
自
己
負
担
金
を
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。
手
続
き
は
９
月

25
日（
金
）か
ら
開
始
し
ま
す
。

体
の
検
診
だ
け
で
な
く
、
歯
の

検
診
も
忘
れ
ず
に

　

６
月
27
日
に
桜
井
市
歯
と
口
腔

の
健
康
づ
く
り
推
進
条
例
制
定
を

記
念
し
て
、「
歯
の
健
康
づ
く
り
」

に
つ
い
て
の
講
演
会
を
開
催
し
ま

し
た
。
そ
の
講
演
会
の
中
で
、
55

～
75
歳
の
１
、０
０
０
人
に
聞
い

た 

「
若
い
と
き
に
や
っ
て
お
け
ば

良
か
っ
た
健
康
づ
く
り
」
の
話
が

あ
り
ま
し
た
。
調
査
結
果
で
は
、

腹
八
分
目
の
食
事
、
よ
く
歩
く

（
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
）、
ス
ポ
ー
ツ
を

押
さ
え
、
第
１
位
は
「
歯
の
定
期

検
診
」
だ
っ
た
そ
う
で
す
。
そ
れ

だ
け
、
歯
の
こ
と
で
後
悔
し
て
い

る
人
が
多
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

歯
を
失
っ
て
か
ら
の
後
悔
っ
て

ど
ん
な
こ
と
で
し
ょ
う
。
食
べ
て

い
た
も
の
が
食
べ
ら
れ
な
い
、
心

臓
疾
患
や
糖
尿
病
な
ど
生
活
習
慣

病
の
要
因
、
発
音
が
…
見
た
目
の

印
象
が
…
等
々
。後
悔
す
る
前
に
、

歯
の
定
期
検
診
を
受
け
ま
し
ょ

う
。お

口
の
健
康
は

体
と
心
の
健
康
の
第
一
歩
で
す

託児ボランティア募集！�　
　もぐもぐ教室で、お母さ
ん達が勉強している間、別
室で赤ちゃんを見てくれる
ボランティアを募集します。
子育て経験者・赤ちゃんに
関わったことのある人、ぜ
ひ応募してください。
　託児は担当の保健師と一
緒に行います。

▽日程　10月 ８ 日（木）
　　　　11月 12日（木）
　　　　12月 10日（木）

▽時間　すべて午後１時～３時３０分
※�都合のよい日のみの協力でも結構です。

▽申込・問い合わせ先　
　健康推進課（ 45‐ 3443）

健康相談�　
　「健診結果が気になる」「生活習慣を見直したい
が、具体的に何をしたらいいの？」等、生活習慣
病に関する相談を受付けています。また、生活改
善をしないといけないのは分かっているけど実行
ができない人に対しても、実行に向けてのお手伝
いをします。完全予約制のため、必ず事前に申込
んでください。

▽日時　10月 14日（水）午前９時 30分～ 11時　

▽場所　市役所３階第１会議室

▽ �内容　保健師・管理栄養士の健康相談、☆血圧測
定、☆身長・体重測定、☆体脂肪測定、☆尿検査　　
☆は必要な人のみ実施

▽ �持ち物　健康手帳、検査結果等、健康状態がわ
かるもので必要と思われるものを持参してくだ
さい。

▽料金　無料

▽申込　電話で健康推進課へ。

広報わかざくら　平成27年９月号
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9月は健康増進普及月間です。
　近年、生活習慣病が重要な問題となっていますが、生活習慣病は日常生活のあり方
と深く関連しています。運動習慣の定着や食習慣の改善といった生活習慣の重要性に
ついて国民の理解を深め、健康づくりを進めるため、毎年９月を「健康増進普及月間」
としています。桜井市でも「健康さくらい 21計画（第２次）・食育推進計画」を策定し、健康づくりや
食育活動を推進しています。

がんを早期に発見して、早期に治療しましょう
　平成 25年度の桜井市の男女別のがんによる死亡数について、がんの部位別にみると、男性の場合「気
管・気管支及び肺」が最も多く、次いで「胃」「肝及び肝内胆管」「大腸」の順になっています。女性の
場合は「大腸」が最も多く、次いで「気管・気管支及び肺」「胃」「膵臓」「肝及び肝内胆管」の順になっ
ています。

＜平成 25年度　桜井市のがん部位別死亡数＞

　肺がん、胃がん、大腸がん、乳がん、子宮がんは、検診による早期発見・早期治療により、死亡率が
低下します。初期症状が現れにくいからこそ、定期的にがん検診を受診し、自分の健康を守りましょう。
　健康推進課の健康増進法に基づくがん検診は、胃がん検診・肺がん検診・大腸がん検診・乳がん検診・
子宮がん検診等で、会社等で受診する機会のない人が対象になります。年度内に、１人１回公費負担で
受診できます。ただし、乳がん検診と子宮がん検診は 2年に 1回のため、平成 26年度に公費負担で受
診した人は今年度の公費負担の対象になりません。詳しくは健康推進課（ 45‐ 3443）まで、問い
合わせてください。

男性�がんによる死亡数：123人

気管・気管支および肺
33人

胃
21人

肝および肝内胆管
12人

大腸
11人

食道
7人

前立腺
5人

その他
34人

女性�がんによる死亡数：78人

大腸
13人

気管・気管支および肺
8人

胃
8人

肝および肝内胆管
6人

乳房
5人子宮

2人

その他
28人

膵臓
8人

放
置
自
転
車

　
桜
井
駅
と
大
福
駅
周
辺

に
放
置
禁
止
区
域
を
設
け

て
い
ま
す
。
禁
止
区
域
に
自
転
車

や
ミ
ニ
バ
イ
ク
が
放
置
（
駐
輪
）

さ
れ
た
場
合
は
、
市
が
移
動
し
保

管
し
ま
す
。

　

放
置
自
転
車
等
は
歩
行
者
や
他

の
交
通
の
妨
げ
に
な
り
、
多
く
の

人
に
迷
惑
を
か
け
ま
す
。
市
民
一

人
ひ
と
り
が
マ
ナ
ー
を
守
り
、
住

み
よ
い
ま
ち
に
す
る
た
め
、
必
ず

駐
輪
場
に
停
め
ま
し
ょ
う
。

　

移
動
し
た
自
転
車
等
は
自
転
車

保
管
所
（
桜
井
市
桜
井
駅
南
口
自

転
車
駐
車
場
の
東
側
）
で
保
管
し

て
い
ま
す
が
、
半
数
以
上
が
引
き

取
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。
移
動
後
60

日
を
過
ぎ
る
と
処
分
し
ま
す
の

で
、
速
や
か
に
引
き
取
り
に
来
て

く
だ
さ
い
。

▽ 

返
還
時
に
必
要
な
物　
保
管
自

転
車
等
引
取
通
知
書
（
持
ち
主

が
確
認
で
き
た
場
合
は
市
か
ら

送
付
）、
自
転
車
の
鍵
、
学
生

証
・
免
許
証
等
の
名
前
と
住
所

を
確
認
で
き
る
も
の
、
移
動
費

２
、０
０
０
円
（
移
動
日
か
ら

14
日
を
過
ぎ
る
と
保
管
費
１
、

０
０
０
円
を
別
途
加
算
）

▽ 

返
還
時
間　
午
前
９
時
～
午
後

４
時
（
年
末
年
始
を
除
く
）

▽
問
い
合
わ
せ
先　
危
機
管
理
課

（

42
‐
９
１
１
１
内
線
３
０
９
）

ダメ！
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エ
ア
コ
ン
・
テ
レ
ビ
・
冷
蔵
庫
・

冷
凍
庫
・
洗
濯
機
・
衣
類
乾
燥
機

な
ど
（
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
対
象

品
目
）
を
処
分
す
る
と
き
は
、「
家

電
リ
サ
イ
ク
ル
料
金
」
が
必
要
で

す
。
次
の
①
②
い
ず
れ
か
の
方
法

で
処
分
し
て
く
だ
さ
い
。

①
家
電
小
売
業
者
に
依
頼
す
る
。

② 

メ
ー
カ
ー
名
な
ど
を
確
認
し
、

自
分
で
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
料
金

を
郵
便
局
で
払
い
込
む
。
そ
の

後
、
指
定
引
取
場
所
ま
た
は
グ

リ
ー
ン
パ
ー
ク
へ
持
ち
込
む
。

※ 

グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
へ
持
ち
込
ん

だ
場
合
、
別
途
保
管
料
金
と
運

搬
料
金
が
必
要
で
す
。

　

環
境
部
（

45
‐
２
０
０
１
）

　
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
対
象
品
目

の
指
定
引
取
場
所
の
う
ち
、
橿
原

市
の
日
本
通
運
（
株
）
奈
良
支
店

橿
原
倉
庫
が
、
８
月
31
日
（
月
）

を
も
っ
て
閉
鎖
し
ま
す
。

９
月
１
日
（
火
）
以
降
の
指
定
引

取
場
所

① 

佐
川
急
便
（
株
）
御
所
営
業

所
（
御
所
市
城
山
台
１
６
６

‐
24
御
所
市
工
業
団
地
内

０
７
４
５
‐
66
‐
２
０
１
１
）

② 

セ
ン
コ
ー
（
株
）
大
阪
主
管
支

店
奈
良
Ｐ
Ｄ
セ
ン
タ
ー
（
大
和

郡
山
市
横
田
町
１
４
１
‐
１

０
７
４
３
‐
56
‐
２
３
２
９
）

③ 

誠
運
輸
（
株
）（
北
葛
城
郡
河

合
町
大
字
穴
闇
49
‐
１
（

０
７
４
５
‐
58
‐
３
２
７
７
）

　

環
境
部
（

45
‐
２
０
０
１
）

※ 

営
業
日
、
営
業
時
間
等
の
確
認

は
、
各
指
定
引
取
場
所
へ
直
接

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　
児
童
福
祉
課
で
は
、
赤
ち
ゃ
ん

が
す
こ
や
か
に
育
ち
、
楽
し
ん
で

子
育
て
を
で
き
る
よ
う
応
援
し
て

い
ま
す
。

　
そ
の
一
環
と
し
て
、
４
か
月
ま

で
の
赤
ち
ゃ
ん
が
い
る
す
べ
て
の

家
庭
に
、
保
育
士
と
看
護
師
が
訪

問
し
て
い
ま
す
。

▽�

内
容　

赤
ち
ゃ
ん
の
成
長
を

い
っ
し
ょ
に
確
認
（
身
長
・
体

重
測
定
）
す
る
と
と
も
に
、
子

育
て
の
相
談
を
受
け
た
り
、
子

育
て
に
関
す
る
情
報
を
お
知
ら

せ
し
た
り
し
ま
す
。

※ 

訪
問
前
に
は
、
電
話
で
連
絡
し

ま
す
。

　
　
児
童
福
祉
課
こ
ど
も
支
援
係

（

42
‐
９
１
１
１
内
線
２
８
４
）

　
公
職
選
挙
法
第
22
条
第
１
項
の

規
定
に
基
づ
き
、
９
月
２
日
に
新

し
く
市
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ

れ
た
人
を
掲
載
し
た
書
面
を
、
次

の
と
お
り
縦
覧
で
き
ま
す
。

▽�

日
時　
９
月
３
日
（
木
）

　
　
　
　
　
　
　
～
７
日
（
月
）

　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

▽�

場
所　
選
挙
管
理
委
員
会
事
務

局
（
市
役
所
３
階
）

◆ 

選
挙
人
名
簿
登
録
資
格
を
有
す

る
人
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

▽�

年
齢
条
件　
平
成
７
年
９
月
２

日
以
前
（
同
日
を
含
む
）
に
生

ま
れ
た
人
で
あ
る
こ
と

▽�

住
所
要
件　
平
成
27
年
６
月
１

日
以
前
（
同
日
を
含
む
）
に
、

本
市
に
住
民
票
が
作
成
さ
れ

（
他
の
市
町
村
か
ら
本
市
に
住

所
を
移
し
た
人
で
転
入
届
を
し

た
人
に
つ
い
て
は
当
該
届
出
が

な
さ
れ
）、
引
き
続
き
９
月
１

日
現
在
に
お
い
て
本
市
の
住
民

基
本
台
帳
に
記
載
さ
れ
て
い
る

人
で
あ
る
こ
と
。

※ 

同
時
に
平
成
27
年
６
月
３
日
か

ら
平
成
27
年
９
月
２
日
ま
で
の

間
に
新
た
に
市
の
在
外
選
挙
人

名
簿
に
登
録
さ
れ
た
人
を
記
載

し
た
書
面
も
縦
覧
で
き
ま
す
。

　
　
選
挙
管
理
委
員
会
（

42
‐

９
１
１
１
内
線
２
４
１
）

◆

◆

け
い
さ
つ
コ
ー
ナ
ー

○
秋
の
交
通
安
全
県
民
運
動

▽
期
間　
９
月
21
日
～
30
日

［
運
動
の
重
点
］

・ 

夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
歩
行
中
・
自
転
車
乗
車
中
の
交
通
事
故
防
止

※
特
に
反
射
材
用
品
等
の
着
用
の
推
進
・
自
転
車
前
照
灯
の
点
灯
の
徹
底

・ 

全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
着

用
の
徹
底

・
飲
酒
運
転
の
根
絶

○
高
齢
者
運
転
免
許
自
主
返
納
支
援
制
度　

　
加
齢
に
伴
う
身
体
機
能
や
判
断
力
の
低
下
、
運
転
に
不
安
を
感
じ
る

人
な
ど
が
、
自
主
的
に
運
転
免
許
証
を
返
納
す
る
際
に
、
申
請
す
る
こ

と
で
「
運
転
経
歴
証
明
書
」
を
交
付
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
証
明
書
の
交
付
を
受
け
た
人
が
65
歳
以
上
の
場
合
、
支
援
制

度
が
適
用
さ
れ
、
参
加
事
業
所
に
よ
る
各
種
支
援
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

（
平
成
26
年
中
は
、
市
内
で
68
名
が
適
用
を
受
け
て
い
ま
す
。）

○
警
察
相
談
～
警
察
相
談
ダ
イ
ヤ
ル
♯
９
１
１
０
～

　
９
月
11
日
は
「
警
察
相
談
の
日
」
で
す
。
奈
良
県
警
察
で
は
、
県
警

本
部
や
各
警
察
署
に
「
ナ
ポ
く
ん
相
談
コ
ー
ナ
ー
」
を
設
置
し
、
犯
罪

な
ど
に
よ
る
被
害
の
未
然
防
止
や
、
み
な
さ
ん
の
安
全
と
平
穏
に
関
す

る
相
談
な
ど
を
、
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、 

面
接
に
よ
り
受
付
け
て
い
ま
す
。

※ 

プ
ッ
シ
ュ
回
線
（
＃
９
１
１
０
）、
ダ
イ
ヤ
ル
回
線
（

０
７
４
２

‐
23
‐
１
１
０
８
）、
Ｆ
Ａ
Ｘ
（

０
７
４
２
‐
24
‐
０お

は

な

し

８
７
４
）、

桜
井
警
察
署（

46
‐
０
１
１
０
）　　
　
　
　
　
　
【
桜
井
警
察
署
】

問

問

家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
対
象
品

目
の
処
分
方
法

家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
指
定
引

取
場
所
の
変
更

今
月
の
市
税
・
保
険
料

納期限は
９月 30日（水）

です。

市
税

■
国
民
健
康
保
険
税
〈
３
期
分
〉

保
険
料

■
介
護
保
険
料
〈
３
期
分
〉

■
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
〈
３
期
分
〉

※�納め忘れのないよう
に、注意してください。

選
挙
人
名
簿
の
縦
覧

こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん
訪
問

問

問
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11
月
15
日
（
日
）
に
行
わ
れ
る

市
長
選
挙
の
立
候
補
予
定
者
説
明

会
を
左
記
の
と
お
り
開
催
し
ま

す
。
立
候
補
を
予
定
し
て
い
る
人

は
出
席
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
日
時　
９
月
18
日
（
金
）

　
　
　
　
午
後
２
時

▽
場
所　
市
役
所
３
階第

１
会
議
室

　
　
選
挙
管
理
委
員
会
（

42
‐

９
１
１
１
内
線
２
４
１
）

　
桜
井
市
は
多
く
の
歴
史
文
化
遺

産
と
一
体
を
な
す
歴
史
的
風
土
と

自
然
環
境
に
恵
ま
れ
た
土
地
で

す
。

　
こ
れ
ら
の
貴
重
な
自
然
・
歴
史

景
観
と
調
和
し
た
屋
外
広
告
景
観

を
創
造
す
る
た
め
、
次
の
取
り
組

み
を
連
携
し
て
進
め
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

① 

景
観
を
阻
害
し
て
い
る
違
反
広

告
物
の
追
放

② 

屋
外
広
告
物
条
例
の
遵
守
お
よ

び
屋
外
広
告
物
制
度
の
周
知
・

啓
発

③ 
地
域
と
一
体
と
な
っ
た
美
し
い

景
観
づ
く
り
の
推
進

④ 

周
囲
の
景
観
に
配
慮
し
た
屋
外

広
告
物
の
掲
出

　
な
お
、
屋
外
広
告
業
を
営
む
場

合
は
奈
良
県
知
事
の
登
録
が
必
要

で
す
。
ま
た
、
屋
外
広
告
物
を
掲

出
す
る
場
合
に
は
市
長
の
許
可
が

必
要
で
す
。

　
　
都
市
計
画
課
景
観
ま
ち
づ
く

り
係
（

42
‐
９
１
１
１
内
線

２
２
３
）

　
市
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
の
、
金

銭
や
物
品
な
ど
の
善
意
の
気
持
ち

を
お
預
か
り
し
、
福
祉
事
業
へ
の

援
助
に
活
用
し
て
い
ま
す
。

・�

小
川
中
学
校
同
窓
会
一
同�

様

４
、６
２
４
円

・�

桜
井
市
第
11
回
リ
サ
イ
ク
ル

フ
ェ
ア�

様　

��

１
３
、４
７
３
円

▽�

預
け
入
れ
先　
善
意
銀
行
（
大

字
桜
井
５
３
５
‐
１
社
会
福
祉

協
議
会
内

42
‐
２
７
２
４
）・

社
会
福
祉
事
務
所

▽
日
程

・ 

10
月
３
日
（
土
）
に
オ
リ
エ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
す
。

・ 

10
月
10
日
（
土
）
～
平
成
28
年

３
月
19
日
（
土
）
の
毎
週
土
曜

日
（
計
22
回
）

※ 

12
月
26
日
（
土
）、
１
月
２
日

（
土
）
は
休
み

▽
時
間　
午
後
７
時
～
９
時

▽�

場
所　
市
福
祉
セ
ン
タ
ー
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
室

▽�

対
象　
手
話
を
初
め
て
体
験
す

る
人

▽�

費
用　
３
、２
４
０
円
（
テ
キ

ス
ト
代
、
基
礎
編
も
含
む
）

▽�

申
込
方
法　
住
所
・
氏
名
（
ふ

り
が
な
）・
年
齢
・
電
話
（
Ｆ

Ａ
Ｘ
）
番
号
を
記
入
し
、
ハ
ガ

キ
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
、
聴
覚
障
害
者

協
会
事
務
局 

芳
本（
〒
６
３
３

‐
０
０
０
１
大
字
三
輪
１
１
９

‐
９・FAX 
45
‐
４
１
２
３
）
へ
。

▽�

申
込
期
限　
９
月
19
日
（
土
）

※ 

申
込
者
に
は
後
日
連
絡
が
あ
り

ま
す
。

　
　

社
会
福
祉
課
障
害
福
祉

係
（

42
‐
９
１
１
１
内
線

２
７
２・２
７
３
）

申＝申込み先　　問＝問い合わせ先　　◎市ホームページ		http://www.city.sakurai.lg.jp/

市
長
立
候
補
予
定
者
説
明
会

犬
の
飼
い
主
の
み
な
さ
ん
へ
の
お
願
い　
犬
の
散
歩
時
に
は
フ
ン
を
処
理
す
る
道
具
を
持
参
し
、
飼
い
主
が
責
任
を
持
っ
て
後
片
付
け
を
し
ま
し
ょ
う
。

善
意
銀
行
（
７
月
分
）

屋
外
広
告
物
適
正
化
月
間

◆

◆

問

問

年齢別ふれあいの日
年齢 日程

０歳児の日 毎月第２火曜日午前
１歳児の日 毎月第３火曜日午前
２、３歳児の日 毎月第４火曜日午前

子育て講座（申込みが必要になります。）

わらべうた
ベビーマッサージ講座 10月９日

フレッシュ
・パパママ講座 ９月 26日（土）、３月

怒鳴らない子育て講座 10月（応用編）
　２月（入門編）

イヤイヤ期講座 12月上旬

初めまして広場 10月１日、３月
双子のつどい 9月 14日、11月、3月
マタニティのつどい 11月 10日、３月８日
体育館開放
（月に３回程度）

９月 25日、10～ 12月、
３月末

誕生日会
（その月生まれ）

月に１回
（９月は 17日）

発育測定 月に１回
（９月は 24日）

お話の会 ９月 18日、11月、１月
第一保育所
５歳児と交流会 11月

出張つどいの広場 12月中旬（桜井高校）
運動遊びの日 10月
クリスマス会 12月中旬
お楽しみ会 ３月中旬

※�毎月の予定について詳しくは市ホームペー
ジまたは電話で確認してください。

▽利用日時　平日の午前 9時～午後 3時

▽ �場所　西ふれあいセンター分館（大字西
之宮 211‐ 1）

▽ �利用料金　月額 300 円（１回利用のとき
は 100円）

▽ �問い合わせ先　つどいの広場直通（ 43
‐ 9112）

手
話
奉
仕
員
養
成
講
座
（
入

門
編
）
受
講
生
募
集

　2015 年度下半期行事予定

９～３月の行事の予
定をお知らせします。
一緒に子育てしま
しょうね。
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▽�

出
品
資
格　
県
内
在
住
の
障
が

い
を
持
つ
人

▽�

種
目　

絵
画
、
写
真
、
書
道
、

工
芸
、手
芸
、コ
ン
ピ
ュ
ー
タ・

タ
イ
プ
ア
ー
ト　
※
１
人
１
点

▽�

展
示
期
間
・
時
間　
12
月
５
日

（
土
）
～
10
日
（
木
）
の
午
前

９
時
～
午
後
５
時

※
12
月
７
日
（
月
）
は
休
館

※
12
月
10
日
（
木
）
は
正
午
ま
で

▽�

展
示
場
所　
奈
良
県
文
化
会
館　

（
奈
良
市
登
大
路
町
６
‐
２
）

▽
申
込
期
限　
９
月
11
日
（
金
）　　

※ 

作
品
提
出
期
限
は
11
月
20
日

（
金
）

　
・　
（
作
品
提
出
先
）　

社
会

福
祉
課
障
害
福
祉
係
（

42
‐

９
１
１
１
内
線
２
７
２・２
７
３
）

　
毎
年
、
市
の
芸
術
・
文
化
の
発

展
に
寄
与
す
る
意
欲
的
な
作
品
を

広
く
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
作
品
の
出
品
方
法

や
、
展
示
・
発
表
等
の
日
時
に
つ

い
て
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確

認
す
る
か
、
問
い
合
わ
せ
て
く
だ

さ
い
。

　
　

社
会
教
育
課
（

42
‐

９
１
１
１
内
線
６
０
８
）

　

県
文
化
財
保
存
課
で
は
、「
飛

鳥
・
藤
原
地
域
」
の
古
い
写
真
を

公
募
し
て
活
用
す
る
事
業
の
実
施

の
た
め
に
、
寄
付
金
を
募
っ
て
い

ま
す
。
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

ま
で
。

　
　

県
文
化
財
保
存
課
（

０
７
４
２
‐
27
‐
９
８
６
４
・

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジhttp://w

w
w

.
pref.nara.jp/1700.htm

）

　
患
者
等
搬
送
事
業
所
に
従
事
す

る
乗
務
員
に
必
要
な
応
急
手
当
に

関
す
る
知
識
や
技
能
の
修
得
・
維

持
を
目
的
と
し
た
講
習
を
次
の
日

程
で
開
催
し
ま
す
。

○�

基
礎
講
習
（
は
じ
め
て
受
講
す

る
人
、
資
格
期
限
切
れ
の
人
）

▽
日
時　
10
月
31
日
・
11
月
１
日　
　
　
　

　
　
　
　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

※
２
日
間
の
受
講
が
必
要

▽�

場
所　
奈
良
県
消
防
学
校
（
宇

陀
市
榛
原
下
井
足
17
‐
２
）　

○�

定
期
講
習
（
平
成
25
年
度
以
降

に
基
礎
講
習
ま
た
は
定
期
講
習

を
受
講
し
た
人
）

※ 

資
格
の
継
続
に
は
、
２
年
に
１

回
以
上
の
受
講
が
必
要
で
す
。

▽�

日
時
・
場
所

① 

11
月
５
日
（
木
）

　
午
前
９
時
～
正
午

か
し
は
ら
安
心
パ
ー
ク
（
橿
原

市
東
竹
田
町
２
２
４
‐
１
）

②�

11
月
６
日
（
金
）

　
午
前
９
時
～
正
午

奈
良
市
防
災
セ
ン
タ
ー
（
奈
良

市
八
条
５
丁
目
４
０
４
‐
１
）

▽
定
員　
両
日
と
も
50
名　

○
基
礎
講
習
・
定
期
講
習
共
通

▽
対
象

① 

奈
良
県
広
域
消
防
組
合
消
防
本

部
の
認
定
を
受
け
て
い
る
患
者

等
搬
送
事
業
所
の
従
業
員

② 

奈
良
県
広
域
消
防
組
合
消
防
本

部
に
患
者
等
搬
送
事
業
所
と
し

て
の
認
定
申
請
を
予
定
し
て
い

る
人
お
よ
び
そ
の
従
業
員

▽�

費
用　
無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
は

別
途
必
要
）

▽�

受
付
期
間　
９
月
14
日
～
10
月

９
日
ま
で
（
平
日
の
午
前
８
時

30
分
～
午
後
５
時
）

▽�

申
込
方
法　
最
寄
り
の
消
防
署

（
奈
良
市
、
生
駒
市
を
除
く
）

で
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※ 

６
か
月
以
内
に
撮
影
し
た
、
脱

帽
、
正
面
、
上
半
身
の
写
真　

（
横
2.5 

cm
×
縦
３ 

cm
）
を
２
枚

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　

奈
良
県
広
域
消
防
組
合

消
防
本
部
救
急
部
（

26
‐

０
１
１
６
）

ご
ご

◎
日
時　
10
月
18
日
（
日
）

　
　
　
　
午
前
10
時
30
分
～
午
後
６
時
予
定

◎
場
所　
桜
井
市
民
会
館
お
よ
び
そ
の
周
辺

※
小
雨
決
行
（
順
延
な
し
）

◆�

ち
び
っ
こ
ひ
み
こ
ち
ゃ
ん

大
募
集
！

～
集
ま
れ
！
元
気
な
桜
井
っ
子
～

　

今
年
の
万
葉
ま
つ
り
は
、
市

民
が
一
同
に
会
す
る
楽
し
い
ま

つ
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
開
会
の
オ
ー
プ
ニ

ン
グ
イ
ベ
ン
ト
に
ひ
み
こ
ち
ゃ

ん
の
衣
装
を
着
て
参
加
し
、
ま

つ
り
を
い
っ
し
ょ
に
盛
り
上
げ

て
く
れ
る
子
ど
も
た
ち
を
募
集

し
ま
す
。

▽�

募
集
期
間　
８
月
28
日
（
金
）

～
９
月
15
日
（
火
）

▽�

募
集
対
象
・
人
数　
小
学
生
・

６
名
（
応
募
者
多
数
の
場
合

は
抽
選
）

▽�

開
催
時
間　

午
前
10
時
30
分

～
（
予
定
）

※�

衣
装
に
つ
い
て
は
主
催
者
側

で
準
備
し
ま
す
。
申
込
み
の

際
に
、
服
の
希
望
サ
イ
ズ
を

お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
抽
選

結
果
は
、
９
月
下
旬
ご
ろ
、

申
込
者
全
員
に
連
絡
し
ま
す
。

▽�

申
込
方
法　

Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は

ハ
ガ
キ
に
、
住
所
・
参
加
者

氏
名
・
保
護
者
氏
名
・
電
話

番
号
・
小
学
校
名
・
学
年
・

性
別
・
服
の
サ
イ
ズ
（
㎝
）

を
記
入
の
う
え
、
観
光
ま
ち

づ
く
り
課
（
〒
６
３
３
‐

８
５
８
５
大
字
粟
殿
４
３
２

‐
１
・
FAX 
42
‐
１
７
４
７
）

ま
で
。

◆
当
日
ス
タ
ッ
フ
募
集
中
！

　

ま
つ
り
を
お
手
伝
い
し
て
く

れ
る
ス
タ
ッ
フ
を
募
集
中
で
す
。

新
た
な
出
会
い
や
交
流
、
ま
つ

り
を
創
っ
て
い
く
情
熱
、
日
頃

の
生
活
と
は
一
味
違
う
充
実
感

が
味
わ
え
ま
す
。
ぜ
ひ
参
加
し

て
く
だ
さ
い
！

　

気
軽
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ

さ
い
。

▽
問
い
合
わ
せ
先　

大
和
さ
く

ら
い
万
葉
ま
つ
り
実
行
委
員
会

（
事
務
局
窓
口
：
観
光
ま
ち
づ

く
り
課
☎
42
‐
９
１
１
１
内
線

３
４
２
）

患
者
等
搬
送
乗
務
員
基
礎
講

習
お
よ
び
定
期
講
習

飛
鳥
・
藤
原
地
域
写
真
収
集

事
業
の
た
め
に
寄
付
を	

問

問

問

第
51
回

芸
術
芸
能
祭
桜
井
市
展
募
集

第
43
回
奈
良
県
障
害
者
作
品

展
作
品
募
集

申
問

待
っ
て
る
よ
～

22
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防
衛
医
科
大
学
校
医
学
科
学
生

▽�

資
格　
高
卒
（
見
込
含
）
21
歳

未
満
の
男
女

▽
受
付
期
間　
９
月
５
日
～
30
日

▽�

試
験
日　
１
次
：
10
月
31
日
・

11
月
１
日
、
２
次
：
12
月
16
日

～
18
日

防
衛
医
科
大
学
校
看
護
学
科
学
生

（
自
衛
官
コ
ー
ス
）

▽�

資
格　
高
卒
（
見
込
含
）
21
歳

未
満
の
男
女

▽
受
付
期
間　
９
月
５
日
～
30
日

▽�

試
験
日　
１
次
：
10
月
17
日

２
次
：
11
月
28
日
・
29
日

防
衛
大
学
校
学
生

▽�

資
格　
高
卒
（
見
込
含
）
21
歳

未
満
の
男
女
（
推
薦
の
み
、
成

績
優
秀
か
つ
生
徒
会
活
動
等
に

顕
著
な
実
績
を
納
め
、
学
校
長

が
推
薦
で
き
る
者
）

▽�

受
付
期
間　
【
推
薦
】・【
総
合

選
抜
】
９
月
５
日
～
９
日
、【
一

般
（
前
期
）】
９
月
５
日
～
30

日
▽�

試
験
日　
【
推
薦
】
９
月
26
日・

27
日
、【
総
合
選
抜
】
１
次
：

９
月
26
日
、
２
次：10
月
31
日・

11
月
１
日
、【
一
般
（
前
期
）】

１
次
：
11
月
７
日
・
８
日
、
２

次
：
12
月
８
日
～
12
日

　
　

自
衛
隊
天
理
募
集
案
内
所

（

０
７
４
３
‐
63
‐
２
５
４
０
）

《 無 料 相 談 コ ー ナ ー 》
相 談 内 容 日 時 場 所 予 約 申 込・ 問 い 合 わ せ 先

中南和法律
相談センター
法律相談

日常お困りの法律問題
（予約面談制）
〈先着 6名・各 30分間〉

毎週火曜日
（祝日は除く）
13：00～ 16：00

市役所
2階
相談室

要
相談日の 1週間前の火曜日の午前 9
時 30 分から電話で奈良弁護士会（
0742‐22‐2035）へ。【市民協働課】

※火曜日以外にも他会場での相談窓口があります。詳しくは奈良弁護士会へ問い合わせてください。

無料
法律相談

弁護士による法律相談
（予約面談制）〈市内在住・
先着 7名・各 25分間〉

９月 10日（木）
13：00～ 16：00

市役所
2階
相談室

要
９月１日（火）午前 8時 30 分以降に
電話で市民協働課市民生活係へ。（
42‐9111内線534）　��【市民協働課】

※無料法律相談は市内在住者で、今までに無料法律相談を受けていない人のみ利用できます。

司法書士に
よる
法律相談

借金問題、土地建物・会社法
人の登記、相続、遺言などの
相談（予約面談制）
〈先着５名・各 40分間〉

①９月 11日（金）
13：00～ 16：20 市役所

2階
相談室

要

①９月２日（水）午前8時30分以降
②９月９日（水）午前8時30分以降
に電話で市民協働課市民生活係へ。
（ 42‐9111内線 534）

【市民協働課】
②９月 24日（木）
13：00～ 16：20

税理士に
よる
税務相談

税金についての相談
（予約面談制）
〈先着 5名・各 30分間〉

９月 16日（水）
13：00～ 16：00

市役所
2階
相談室

要
９月３日（木）午前 8時 30 分以降に
電話で市民協働課市民生活係へ。
（ 42‐9111内線534）【市民協働課】

※�税理士（税理士法人）に依頼されている人は利用できません。

行政書士に
よる
法務相談

営業許可、帰化など身分に関
する事、近隣トラブルなどの
相談（予約面談制）
〈先着 5名・各 40分間〉

９月 25日（金）
13：00～ 16：20

市役所
2階
相談室

要
９月 11 日（金）午前 8 時 30 分以
降に電話で市民協働課市民生活係へ。
（ 42‐ 9111内線 534）

【市民協働課】

消費生活
相談

消費（買物・契約等）・多
重債務などの相談

毎週火・木・金曜日
（祝日は除く）
10：00～ 16：00

市役所 1階
消費生活
相談室

不要
市民協働課市民生活係
（ 42‐ 9111内線 534）

【市民協働課】

行政相談 行政に関する相談 ９月９日（水）
13：00～ 16：00

市役所 1階
消費生活
相談室

不要
市民協働課市民生活係
（ 42‐ 9111内線 534）

【市民協働課】
※�予約は不要ですが、当日に受付が必要ですので、市民生活係までお越しください。

　　福祉の
『心配ごと相談』

日常生活における様々な悩み
ごとや心配ごとなどの相談

毎週木曜日
10：00～ 15：00

福祉セン
ター分館 不要 相談日には電話相談（ 42‐6804）

も行います。　　　��【社会福祉協議会】

若者自立の
ための相談会

高校中退者・ニート・引き
こもりなどの相談

９月 1日～ 30日
（日・祝日除く）
��9：00～ 18：00

桜井駅南口駅
前エルト桜井

2階
不要 若者サポートステーションやまと

（ 44‐2055）�　　�　【商工振興課】

人権擁護委員
による

『悩みごと相談』
人権に関わる様々な悩みご
と

９月 16日（水）
13：00～ 16：00

市役所 1階
消費生活
相談室

不要
人権施策課人権係
（ 42‐ 9111内線 562）

【人権施策課】

女性相談
女性の様々な問題や悩み
（夫婦・育児・介護・ドメ
スティックバイオレンスな
ど）

９
月
28
日（
月
）

面接相談
12：30～15：00

市役所 1階
消費生活
相談室

要 相談日の午前中までに人権施策課男
女共同参画係へ。
（ 42‐ 9111内線 564）
◎匿名での相談も可。　�【人権施策課】電話相談

10：00～11：30
42‐9111

（内線 564） 不要

申＝申込み先　　問＝問い合わせ先　　◎市ホームページ		http://www.city.sakurai.lg.jp/

自
衛
官
等
募
集

問
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「
子
育
て
の
援
助
を
受
け
た
い
人

（
依
頼
会
員
）」
と
「
子
育
て
の
援
助

を
行
い
た
い
人
（
援
助
会
員
）」
が

支
え
あ
う
会
員
組
織
で
す
。

▽�

日
時　
毎
月
第
１
火
曜
日
（
祝

日
に
つ
い
て
は
翌
開
所
日
）

　
午
前
９
時
～
午
後
３
時
30
分

※
事
前
申
込
み
が
必
要
で
す
。

▽�

場
所　
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
（
西
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
分
館
つ
ど
い
の
広
場
内
）

▽�

内
容　
フ
ァ
ミ
サ
ポ
事
業
や
入

会
に
つ
い
て

※ 

入
会
に
は
印
鑑
が
必
要
で
す
。

○�

依
頼
会
員
は
随
時
受
付
中
！

　
・　
　
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
（

43
‐
９
１
１
２
）

　
桜
井
市
地
域
自
立
支
援
協
議
会

で
は
、
障
が
い
を
持
つ
人
が
地
域

で
よ
り
よ
い
暮
ら
し
を
送
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
、
何
を
す
べ
き

か
考
え
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
太
鼓
教
室
と
の
交
流
を

企
画
し
て
い
ま
す
。

▽
日
時　
９
月
12
日
（
土
）　　
　
　
　

　
　
　
　
午
後
１
時
～
４
時

※
参
加
時
間
は
自
由
で
す
。

※ 

太
鼓
教
室
と
の
交
流
は
午
後
２

時
～
３
時
で
す
。

▽�

場
所　
東
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

分
館

▽�

対
象　
障
が
い
を
持
っ
て
い
る

小
学
生
以
上
の
人

※ 

支
援
が
必
要
な
人
は
、
支
援
者

同
伴
で
お
願
い
し
ま
す
。

▽�

費
用　
１
人
１
０
０
円
（
保
険

料
等
）

▽�
持
ち
物　
お
茶
、
タ
オ
ル
、
上

靴
▽�

主
催　
桜
井
市
地
域
自
立
支
援

協
議
会
居
場
所
ワ
ー
キ
ン
グ

チ
ー
ム

　
　

社
会
福
祉
課
障
害
福
祉

係
（

42
‐
９
１
１
１
内
線

２
７
２・２
７
３
）

　
戦
没
者
の
人
に
対
し
て
、
追
悼

の
意
を
表
し
、
そ
の
冥
福
を
祈
念

す
る
た
め
挙
行
し
ま
す
。

▽�

日
時　
10
月
８
日
（
木
）

　
　
　
　
午
前
10
時
～

▽
場
所　
市
民
会
館

※
手
話
通
訳
有
り　
　
　
　
　
　

　
　

社
会
福
祉
課
社
会
福
祉
係

（

42
‐
９
１
１
１
内
線
２
９
７
）

▽�

日
時　
９
月
５
日
（
土
）

受
付　
午
前
９
時
30
分
～

開
始　
午
前
10
時

▽
場
所　
市
立
図
書
館
研
修
室
Ⅰ

▽�

内
容　
ダ
ン
ス
を
通
じ
て
脳
・

心
の
体
操
を
み
な
さ
ん
で
楽
し

み
ま
す
。

▽�

出
演
者　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
お
な
じ
み

の
南
流
石
さ
ん
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

お
ひ
さ
ま
ひ
ろ
ば

▽�

対
象　
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り

ま
で
体
の
不
自
由
な
人
も
参
加

で
き
ま
す
。

▽
費
用　
無
料

　
　
相
撲
開
祖
野
見
宿
祢
顕
彰
会　

石
井
（

47
‐
７
３
２
５
）

ご
存
知
で
す
か
？
ハ
ー
ブ
の
こ
と

　

ハ
ー
ブ
・
テ
ィ
ー
を
片
手
に
、

心
も
身
体
も
キ
レ
イ
に
リ
ラ
ッ
ク

ス
。
気
に
入
っ
た
ハ
ー
ブ
で
モ
イ

ス
ト
ポ
プ
リ
を
作
り
ま
し
ょ
う
♪

▽
日
時　
10
月
29
日
（
木
）

　
　
　
　
午
前
10
時
～
11
時
30
分

▽
場
所　
市
民
会
館
ロ
ビ
ー

▽
講
師　
笹
川
夕
樹
子
さ
ん

▽
定
員　
20
名
程
度

▽
費
用　
５
０
０
円（
当
日
集
金
）

▽�

申
込
方
法　
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま

た
は
、
Ｅ
メ
ー
ル
に
①
講
座
名

②
住
所
③
氏
名
（
ふ
り
が
な
）

④
電
話
番
号
を
記
入
の
う
え
、

次
の
申
込
み
先
へ
。
申
込
多
数

の
場
合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
。

▽
申
込
期
限　
９
月
28
日
（
月
）

　
・　
　

社
会
教
育
課
（

42

‐
９
１
１
１
内
線
６
０
８
FAX 
45

‐
０
９
６
２
・
Ｅ
メ
ー
ルky-
shakai@

city.sakurai.lg.jp

）

▽�

日
時　
11
月
３
日
（
火
・
祝
）

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

▽
場
所　
市
立
図
書
館
研
修
室
１

▽�

内
容　

人
の
心
を
つ
か
む
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
法

▽�

講
師　

豊
島
美
雪
さ
ん
（
フ

リ
ー
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
、
朝
日
放

送
「
パ
ネ
ル
ク
イ
ズ
ア
タ
ッ
ク

25
」
等
テ
レ
ビ
、ラ
ジ
オ
出
演
）

※
手
話
通
訳
あ
り

▽
定
員　
３
０
０
人

▽
費
用　
無
料

▽�

申
込
期
間　
９
月
１
日
（
火
）

～
10
月
９
日
（
金
）〈
必
着
〉

▽�

申
込
方
法　
１
人
に
つ
き
１
枚

の
ハ
ガ
キ
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
①

文
化
講
演
会
申
込
み
②
郵
便
番

号
③
住
所
④
氏
名
⑤
年
齢
⑥
電

話
番
号
を
記
入
の
う
え
、
次
の

申
込
み
先
へ
。申
込
み
締
切
後
、

受
講
票
を
返
送
し
ま
す
。

※
電
話
で
の
申
込
み
不
可
。

※ 

家
庭
教
育
学
級
を
通
し
て
参
加

す
る
人
は
、
申
込
み
不
要
。

　
・　
　
社
会
教
育
課（
〒
６
３
３

‐
８
５
８
５
大
字
粟
殿
２
０
２

42
‐
９
１
１
１
内
線
６
０
８
FAX 
45

‐
０
９
６
２
）

◆

◆

申
問

申
問

問 問

問

清
掃
公
社
か
ら
の

お
知
ら
せ

浄
化
槽
清
掃
に
つ
い
て

　
「
浄
化
槽
法
」
で
は
、
１
年

に
１
回
清
掃
す
る
こ
と
が
義

務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
浄

化
槽
を
清
掃
し
な
い
と
、
河

川
の
汚
染
や
浄
化
槽
の
故
障

（
詰
ま
り
）
の
原
因
に
な
り
ま

す
の
で
、
１
年
に
１
回
清
掃

を
実
施
し
て
く
だ
さ
い
。
申

込
は
清
掃
公
社
ま
で
連
絡
し

て
く
だ
さ
い
。

◆�

手
数
料
口
座
振
替
の
お
願

い
　

し
尿
く
み
取
り
家
庭
の

「
一
般
廃
棄
物
処
理
手
数
料

（
ふ
ん
尿
）」
の
支
払
い
は
、

便
利
な
口
座
振
替
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
市
内
の
金
融
機

関
ま
た
は
清
掃
公
社
ま
で
問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　
清
掃
公
社

45
‐
２
０
０
５

文
化
講
演
会

カ
ル
チ
ャ
ー･

カ
フ
ェ

太
陽
の
心
（
健
康
体
操
）

市
戦
没
者
追
悼
式

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
（
フ
ァ
ミ
サ
ポ
）
説
明
会

第
３
回

ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
ひ
み
こ

申
問
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▽
日
時　
９
月
10
日
（
木
）

　
午
後
０
時
15
分
～
０
時
45
分

▽
場
所　
市
民
会
館
ロ
ビ
ー

▽�

内
容　
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
音
楽
日

和
（
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
バ
グ
パ

イ
プ
、
ハ
ー
プ
、
コ
ン
サ
ー

テ
ィ
ー
ナ
ほ
か
、
さ
ま
ざ
ま
な

楽
器
が
登
場
）

▽�

出
演
者　

Pooka

（
プ
ー
カ
：

山
本
晴
美
さ
ん
、山
本
篤
さ
ん
）

▽
費
用　
無
料

　
　
文
化
を
考
え
る
桜
井
市
民
の

会
（

０
９
０
‐
６
７
５
１
‐

５
７
０
８
）

▽
日
時　
９
月
20
日
（
日
）

　
受
付　
午
前
９
時
50
分

　
解
散　
午
後
２
時
30
分

▽
場
所　
中
田
農
園（
大
字
穴
師
）

▽�

対
象　
就
学
１
年
前
～
小
学
生

の
子
ど
も
と
そ
の
保
護
者
５
組

（
先
着
順
）

▽
費
用　
一
人
３
０
０
円

▽�

持
ち
物　
水
筒
、食
器
セ
ッ
ト
、

レ
ジ
ャ
ー
シ
ー
ト

▽
申
込
期
限　
９
月
15
日
（
火
）

　
・　
　
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
40
団

中
野
（

・
FAX 
47
‐
７
８
１
８
）

　
巨
木
に
囲
ま
れ
た
神
社
の
境
内

で
外
国
の
人
と
一
緒
に
木
の
ボ
ー

ル
ペ
ン
や
ア
ク
セ
サ
リ
ー
を
作
っ

て
み
ま
せ
ん
か
。

▽
日
時　
９
月
27
日
（
日
）

　
　
　
　
午
後
１
時
～
５
時

※
要
申
込
み

▽
場
所　
鹿
路
天
一
神
社
お
よ
び

　
　
　
　
工
房
「
夢
咲
花
」

▽
定
員　
30
名

▽
費
用　
５
０
０
円

　
・　
　
行
政
経
営
課
（

42
‐

９
１
１
１
内
線
２
５
６
）

▽
日
時　
９
月
19
日
（
土
）

～
22
日
（
火
・
休
）

　
　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
５
時

▽�

場
所　

木
材
振
興
セ
ン
タ
ー　

あ
る
ぼ
～
る
イ
ベ
ン
ト
ホ
ー
ル

　
　

桜
井
木
材
協
同
組
合
内　

（

42
‐
３
５
３
５
）

▽
日
時　
10
月
10
日
（
土
）

　
午
前
10
時
30
分
～
午
後
３
時

※
雨
天
中
止

▽
場
所　
大
字
三
谷「山

野
草
の
里
」

▽
定
員　
１
０
０
名
（
先
着
順
）

○
バ
ス
の
案
内

・
往
路　
桜
井
駅
北
口
発

午
前
９
時
40
分

・
復
路　
三
谷
神
社
前
発

午
後
３
時
10
分

※ 

要
予
約
。
大
人
６
０
０
円
、
小

学
生
以
下
２
０
０
円
。（
運
行

協
力
金
）

▽�

内
容　
ク
ラ
フ
ト
、
山
野
草
園

散
策
、
山
野
草
の
里
・
自
然
探

索
、
泉
北
そ
ば
打
ち
普
及
の
会

に
よ
る
そ
ば
打
ち
実
演

▽�

費
用　
大
人
６
０
０
円
、 

小
学

生
以
下
３
０
０
円

▽�

申
込
方
法　
参
加
申
込
み
、
バ

ス
・
食
事
（
そ
ば
・
お
に
ぎ
り
）

の
予
約
は
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
か
メ
ー
ル

で
左
記
の
申
込
先
ま
で
。

▽
申
込
期
限　
９
月
30
日
（
水
）

　
・　
　

山
野
草
の
里
づ
く

り
の
会 

福
岡
（

・
FAX  

48

‐
８
１
０
５
・
Ｅ
メ
ー
ル

fukuokasadateru@
hkg.

odn.ne.jp

）
ま
で
。

　
自
動
車
点
検
整
備
の
重
要
さ
を

知
り
、
安
全
に
車
に
乗
っ
て
も
ら

う
た
め
オ
ー
ト
フ
ェ
ス
タ
を
開
催

し
ま
す
。

▽
日
時　
９
月
６
日
（
日
）

▽�

場
所　

コ
メ
リ
ホ
ー
ム
セ
ン

タ
ー
桜
井
店
駐
車
場

▽�

内
容　
自
動
車
点
検
PR
ブ
ー
ス

（
カ
ッ
ト
モ
デ
ル
車
展
示
）、
緊

急
車
両
の
展
示
（
パ
ト
カ
ー
、

消
防
車
、
白
バ
イ
）、
電
動
ミ

ニ
カ
ー
で
の
コ
ー
ス
走
行
、
車

検
実
演
シ
ョ
ー
、
キ
ッ
ズ
コ
ー

ナ
ー　
子
供
免
許
証（
Ｊ
Ａ
Ｆ
）

他
　
　
桜
井
自
動
車
整
備
協
議
会
青

年
部
（
桜
井
モ
ー
タ
ー
ス 

川
内

42
‐
９
２
３
１
）

申
問

広報わかざくら　平成27年９月号25

問

問

第22回桜井市環境フェア（ミニ）　

▽日時　10月 25日（日）　午前９時～正午

▽場所　桜井市グリーンパーク

▽内容
・�式典（優秀作文発表、表彰式、環境川柳三賞表彰、
入選作品発表）
・絵、ポスター、作文、川柳入選作品展示
・リサイクル品展示
・�リサイクル品抽選会（空きカン・牛乳パック・
ペットボトルの資源物を１人５個以上持参する
と、リサイクル品の申込券と交換できます）
※�今年度はフリーマーケット、おまつり屋台等の
催しはありません。

●環境川柳作品募集
　ごみ問題など環境に関する川柳を募集します。
入選作品（３点）については、環境フェアのステー
ジで作品・氏名の発表と表彰を行います。あわせ
て図書カードもプレゼント。

▽ �応募方法　ハガキかＦＡＸで川柳作品・住所・
氏名（ふりがな）・電話番号を記入のうえ、桜
井市環境フェア実行委員会事務局（〒 633‐
0052 大字浅古 485‐ １・FAX45‐ 2002）
まで応募してください。

▽申込期限　10 月 4日（日）必着

▽ �問い合わせ先　環境部業務課（ 45‐ 2001）

申
問

申
問

問

第
11
回

桜
井
オ
ー
ト
フ
ェ
ス
タ

第
36
回

桜
井
市
児
童
生
徒
木
工
工
作
展

第
53
回

花
の
宴	

赤
い
そ
ば	

里
の
秋

第
64
回

ラ
ン
チ
タ
イ
ム
コ
ン
サ
ー
ト

ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
40
団
体
験
集

会
～
野
外
活
動
を
楽
し
く
！
～

Ｓ
Ｉ
Ｆ
Ａ　
Ｖ
Ｉ
Ｓ
Ｉ
Ｔ

桜
井
「
木
工
体
験
」
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県
立
奈
良
情
報
商
業
高
等
学
校

で
は
、
本
年
度
校
内
に
模
擬
株
式

会
社
を
設
立
し
、
実
社
会
で
通
用

す
る
流
通
の
し
く
み
を
学
習
し
て

い
ま
す
。
そ
の
学
習
活
動
の
一
環

と
し
て
販
売
実
習
を
開
催
し
ま
す
。

　
お
値
打
ち
価
格
で
商
品
を
提
供

し
ま
す
の
で
、
多
数
の
来
場
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

▽
日
時　
９
月
12
日
（
土
）

　
販
売
開
始　
正
午

　
終
了
予
定　

午
後
３
時　

▽
場
所　
市
立
図
書
館

▽�

販
売
品
目　
精
肉
・
パ
ン
・
地

元
農
産
物
・
雑
貨

　
　

奈
良
情
報
商
業
高
等
学
校

（

42
‐
４
０
１
４
）

▽�

日
時　
10
月
４
日
（
日
）

※
雨
天
決
行

▽�

集
合
時
刻
・
場
所　
午
前
８
時

に
桜
井
駅
南
口
前
広
場
ま
た

は
、
午
前
８
時
40
分
に
JR
柳
本

駅
前
広
場
（
森
と
ふ
れ
あ
う
市

民
の
会
の
旗
が
目
印
）

▽�

コ
ー
ス　
JR
桜
井
駅
→
JR
柳
本

駅
→
専せ

ん
ぎ
ょ
う行
院
→
黒
塚
古
墳
・

展
示
館
→
崇
神
天
皇
陵
→
ト
レ

イ
ル
セ
ン
タ
ー
→
中
山
大
塚

古
墳
→
下
池
山
古
墳
→
衾ふ

す
ま
だ田

陵
（
西
殿
塚
古
墳
）
→
刀
根
早

生
柿
発
祥
の
地
碑
→
ノ
ム
ギ
古

墳
→
竹
之
内
町
環
濠
集
落
→

夜や

と

ぎ
都
伎
神
社
→
芭
蕉
句
碑
→
中

村
直
三
碑
→
天
理
教
教
祖
誕
生

殿
→
丸
山
繊
維
産
業
→
JR
長
柄

駅
▽
定
員　
50
名
（
先
着
順
）

▽�

費
用　
５
０
０
円
（
資
料
代
・

謝
礼
等
含
む
。
中
学
生
以
下
は

無
料
。
当
日
徴
収
。）

▽�
持
ち
物　
弁
当
、
水
筒
、
雨
具

等
▽�

申
込
方
法　

往
復
ハ
ガ
キ
に

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電

話
番
号
を
明
記
し
て
、
森
と

ふ
れ
あ
う
市
民
の
会
事
務
局

（
〒
６
３
３
‐
０
０
０
１
大
字

三
輪
５
１
２
三
輪
座
内
）ま
で
。

　
　

森
と
ふ
れ
あ
う
市
民
の
会

事
務
局 

川
端
（

０
９
０
‐

３
２
８
１
‐
１
７
０
６
）

①�

拓
本
教
室

　
は
じ
め
て
の
人
で
も
１
回
の
受

講
で
美
し
い
拓
本
が
と
れ
る
よ
う

に
教
え
ま
す
。

▽
日
時　
９
月
17
日
（
木
）

　
　
　
　
午
前
10
時
～
正
午　

▽
場
所　
市
立
図
書
館

▽
費
用　
５
０
０
円

▽�

申
込
方
法　
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま

た
は
ハ
ガ
キ
で
参
加
者
の
郵
便

番
号
・
住
所
・
氏
名
・
電
話
番

号
・
年
齢
・
性
別
を
、
市
観
光

協
会
ま
で
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

②
大
和
の
古
道
紀
行　
二
上
山
に

沈
む
夕
日
を
観
る
ハ
イ
キ
ン
グ

（
雨
天
中
止
）

　
二
上
山
に
沈
む
夕
日
を
古
代
万

葉
人
も
眺
め
た
で
あ
ろ
う
三
輪
山

麓
（
井
寺
池
）
で
眺
め
ま
す
。
沈

む
の
を
観
た
後
は
山
の
辺
の
道
を

提
灯
で
足
元
を
照
ら
し
な
が
ら
巻

向
駅
ま
で
歩
き
ま
す
。
参
加
者
に

ち
ょ
う
ち
ん
（
ろ
う
そ
く
付
き
）

プ
レ
ゼ
ン
ト

▽
日
時　
10
月
３
日
（
土
）

　
　
　
　
午
後
２
時
～
６
時
頃

▽�

集
合
時
刻・場
所　
午
後
２
時・

JR
桜
井
駅

▽�

解
散
時
刻・場
所　
午
後
６
時・

JR
巻
向
駅

▽�

コ
ー
ス
（
約
７
㎞
）　
仏
教
伝

来
之
地
碑
→
大
神
神
社
→
桧
原

神
社
→
井
寺
池

▽
費
用　

 
５
０
０
円

▽�

申
込
方
法　
往
復
ハ
ガ
キ
で
参

加
者
の
郵
便
番
号
・
住
所
・
氏

名
・
電
話
番
号
・
年
齢
・
性
別
・

「
夕
日
を
観
る
ハ
イ
キ
ン
グ
参

加
希
望
」
と
明
記
の
う
え
、
市

観
光
協
会
ま
で
。

③
万
葉
ゆ
か
り
の
地
味う

ま
ざ
け酒
三
輪
の

里
を
歩
く
ハ
イ
キ
ン
グ

　
市
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド

の
会
の
メ
ン
バ
ー
が
三
輪
の
町
の

隠
れ
た
魅
力
を
ご
案
内
し
ま
す
。

▽
実
施
日　
９
月
20
日
（
日
）　

※
予
約
不
要

▽�

集
合
時
刻
・
場
所　
午
前
９
時

45
分
・
JR
三
輪
駅
前

▽�

コ
ー
ス�

（
約
３
㎞
）　 

JR
三
輪

駅 

→ 

大
神
神
社 

→ 

大
美
和

の
杜
展
望
台 

→ 

三
輪
茶
屋
趾

→ 

恵
比
須
神
社 

→ 

古
い
商
家

街
並
み 

→  

JR
三
輪
駅
（
正
午

頃
解
散
）

▽
費
用　
無
料

④
万
葉
の
舞
台　
石
上
布
留
と

三
輪
に
愛
に
恋

　
万
葉
集
に
詠
ま
れ
た
当
時
の
歌

人
の
思
い
を
、
ま
さ
に
そ
の
地
で

ひ
も
解
き
、味
わ
っ
て
く
だ
さ
い
。

▽
日
時　
９
月
29
日
（
火
）

　
　
　
　
午
後
１
時
～
４
時
頃

　
受
付　
午
後
０
時
30
分
～

▽�

場
所　
大
神
神
社
大
礼
記
念
館

▽�

内
容　

講
演
（
三
輪
の
万
葉

歌
）、
現
地
講
座
（
歌
碑
説
明

や
正
式
参
拝
あ
り
）　　
　

▽�

講
師　
上
野
誠
さ
ん
（
奈
良
大

学
文
学
部
教
授
）

▽�

費
用　
１
、５
０
０
円
（
お
み

や
げ
付
き
）

▽�

申
込
方
法　
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
ハ

ガ
キ
で
参
加
者
の
郵
便
番
号
・

住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・
年

齢
・
性
別
を
記
入
の
う
え
、
市

観
光
協
会
ま
で
。

　

・　
　

市
観
光
協
会（
〒
６
３
３

‐
０
０
６
３
大
字
川
合
２
６
０
‐

２
商
工
会
館
２
階

・
FAX 
42
‐

７
５
３
０
）

草木染め教室～ランチをしながら～
　古くから伝わる草木染めを体験し、自分だ
けの色に染めてみませんか？

▽日時　９月 30日（水）
　　　　午前 10時 30分～午後３時

▽場所　中央公民館２階調理実習室

▽対象　18歳以上の市内在住・在勤の人

▽定員　12人（先着順）

▽作品　草木染めのストール

▽費用　1,850 円（材料費・ランチ代）

▽ �持ち物　汚れてもいい服装、またはエプロ
ン、ゴム手袋

▽申込期間　９月４日（金）～ 24日（木）

▽ �申込方法　材料費を添えて中央公民館へ。
※電話・ＦＡＸでの受付はできません。
※月・火曜日は休館です。

▽ 申込・問い合わせ先　中央公民館（ 45
‐ 0965）

問

問

申
問

市
観
光
協
会
主
催
事
業

た
ま
つ
え
ス
ト
ア
開
催

第
60
回
鎮
守
の
森
を
観
に
行
こ

う
か
い
～
柳
本
の
里
を
巡
る
～
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「
知
っ
て
お
き
た
い
相
続
の
基
礎

知
識
」

　
相
続
は
な
ぜ
起
こ
る
の
か
。
そ

も
そ
も
相
続
と
は
い
っ
た
い
何
な

の
か
な
ど
相
続
の
基
礎
知
識
を
お

話
し
し
ま
す
。

▽
日
時　
９
月
16
日
（
水
）

　
　
　
　
午
後
２
時
～
３
時

▽�

場
所　
桜
井
本
町
通
り
２
丁
目

た
ま
り
場（
旧
マ
エ
ダ
ふ
と
ん
店
）

▽�

講
師　
松
田
登
美
子
さ
ん
（
行

政
書
士
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
こ
ま
ど

り
会
）

▽
定
員　
20
名
（
先
着
順
）

▽
費
用　
無
料

　
・　
　
電
話
も
し
く
は
Ｅ
メ
ー

ル
で
、
桜
井
本
町
通
り
２
丁
目

た
ま
り
場
（

45
‐
１
３
２
２
・

Ｅ
メ
ー
ル sakurato@

peace.
ocn.ne.jp

）
ま
で
。

▽
日
時　
９
月
27
日
（
日
）

　
　
　
　
午
前
９
時
30
分
～
10
時

※
当
日
受
付
・
随
時
出
発

※
小
雨
決
行

▽
場
所　
桜
井
駅
北
口
広
場

▽�

コ
ー
ス
（
約
８
㎞
）　
桜
井
駅

→
仏
教
伝
来
の
地
碑
→
金
屋
の

石
仏
→
平
等
寺
→
大
神
神
社
→

玄
賓
庵
→
桧
原
神
社
→
景
行
天

皇
陵
→
祟
神
天
皇
陵
→
天
理
市

ト
レ
イ
ル
セ
ン
タ
ー（
ゴ
ー
ル・

お
も
て
な
し
コ
ー
ナ
ー
・
自
由

解
散
）
→
柳
本
駅

※ 

受
付
で
ご
み
袋
を
渡
し
ま
す
。

山
の
辺
の
道
を
掃
除
し
な
が
ら

ゴ
ー
ル
を
目
指
し
て
く
だ
さ

い
。
ゴ
ー
ル
会
場
に
て
地
元
特

産
品
等
が
当
た
る
抽
選
会
が
あ

り
ま
す
。

▽
費
用　
無
料

▽�

主
催　
山
の
辺
の
道
美
化
促
進

協
議
会

　
　
観
光
ま
ち
づ
く
り
課
（

42

‐
９
１
１
１
内
線
３
４
２
）

桜
井
市
の
万
葉
歌
碑
と
史
跡
巡
り

▽�

日
時 

９
月
27
日
（
日
）
午
前

９
時
30
分
、
桜
井
駅
南
口
集
合

な
ら
記
紀
・
万
葉
を
味
わ
い
楽
し

む
講
演
会

▽�

日
時　
９
月
27
日
（
日
）

　
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

▽�

場
所　
市
立
図
書
館

① 

講
演
「
桜
井
市
の
萬
葉
歌
碑
」　

奥
村
和
美
さ
ん
（
奈
良
女
子
大

学
教
授
）

② 

公
演
「
万
葉
ジ
ャ
ズ
ラ
イ
ブ
」

芝
山
真
知
子
さ
ん

※
会
費　
５
０
０
円

▽�

申
込
方
法　
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
奈
良
ま

ほ
ろ
ば
ソ
ム
リ
エ
の
会
（
FAX 

０
７
４
２
‐
90
‐
１
４
１
４
）

ま
で
。　
　

　
　
奈
良
ま
ほ
ろ
ば
ソ
ム
リ
エ
の

会
副
理
事
長 

鈴
木
（

０
９
０

‐
９
２
８
８
‐
１
４
７
８
）

▽�
概
要　
面
接
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
、
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
の
練
習
、
面
接
で
の

チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
を
学
ぶ
な

ど
、
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
雰
囲
気

で
就
職
活
動
の
コ
ツ
を
学
ぶ
こ

と
が
で
き
る
参
加
型
の
セ
ミ

ナ
ー
。
参
加
費
無
料
。

▽�

日
時　
①
９
月
３
日（
木
）「
就

活
実
践
！
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
」、
②
９
月
９
日

（
水
）「
体
感
し
よ
う
！
集
団
面

接
」、
③
９
月
17
日
（
木
）「
就

活
実
践
！
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
」、
④
９
月
24
日

（
木
）「
実
践
に
役
立
つ
！
面
接

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
！
」

※ 

時
間
は
す
べ
て
午
後
１
時
30
分

～
４
時
30
分

▽�

場
所　

な
ら
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ

（
奈
良
市
西
木
辻
町
９
３
‐
６

エ
ル
ト
ピ
ア
奈
良
内
）

▽�

対
象　
就
職
活
動
中
の
学
生
や

お
お
む
ね
35
歳
未
満
の
求
職
者

（
40
代
前
半
ま
で
の
不
安
定
就

労
者
を
含
む
）

▽�

定
員　
各
10
人
程
度（
先
着
順
）

▽�

申
込
方
法　
各
セ
ミ
ナ
ー
前
日

ま
で
に
、
セ
ミ
ナ
ー
名
、
開
催

日
、
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、
居

住
地
の
市
町
村
名
、電
話
番
号
、

年
齢
、
性
別
を
、
電
話
か
Ｆ
Ａ

Ｘ
で
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　
・　
　

な
ら
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ

（

０
７
４
２
‐
23
‐
５
７
３
０　
　

FAX 
０
７
４
２
‐
23
‐
５
７
５
７
）

◆

◆

大和さくらい１００選周遊ルート第１話
『縁結び「赤糸の小道」を辿る、体感イベント』

赤い糸を支える【結び人】を募集します
○イベントの概要
　古事記に綴られた赤糸伝説の「赤糸の小道」を辿り、
夫婦・カップル等の２人の絆・ご縁を確かめます。
○【結び人】の役割
　まず大物主が赤い糸を携え、「赤糸の小道」（箸墓～
大神神社）を辿ります。【結び人】のみなさんには、こ
の糸を支えてもらいます。その後、活

いくたまよりひめ
玉依媛が糸を手

繰り、大神神社の夫婦岩で大物主と再会します。【辿り
人】のみなさんは媛に随行し、２人のご縁にあやかり
ます。

▽開催日　10月 17日（土）

▽ �コース（約４㎞）　箸墓～苧環塚～建勲神社～神御
前神社～狭井川～狭井神社～大美和の社～若宮社～
二鳥居～大神神社（夫婦岩）

▽費用　無料（抽選で記念品の贈呈）

▽ �申込方法　ハガキ、電話または FAX で、①結び人
登録、②住所、③氏名、④連絡先（電話番号）を、
下記まで申込んでください。

※�【辿り人】の事前申込みは不要です。当日、スター
ト地点（三輪そうめん山本・東駐車場）で午前８時
30分より受付します。（開始は午前９時～）

▽申込期限　9月 20日（日）

▽ �申込・問い合わせ先　赤糸の小道・実行委員会�藤井
（〒 633‐ 0074大字芝 806 ・FAX43‐ 7107）

申
問

申
問

問 問

桜
井
本
町
通
・
周
辺
ま
ち
づ

く
り
協
議
会		

活
き
活
き
講
座

山
の
辺
の
道

ク
リ
ー
ン
ハ
イ
キ
ン
グ

な
ら
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
就
活
セ

ミ
ナ
ー
（
９
月
）

桜
井
市
の
万
葉
歌
碑
・
史
跡

巡
り
と
講
演
会
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犬
や
猫
の
平
均
寿
命
は
14
歳
ほ

ど
で
、
昔
に
比
べ
て
ず
い
ぶ
ん
長

命
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。し
か
し
、

高
齢
化
に
伴
っ
て
病
気
や
介
護
の

問
題
も
増
加
し
て
い
ま
す
。

　
好
き
だ
っ
た
お
も
ち
ゃ
に
興
味

が
な
く
な
っ
た
。
名
前
を
呼
ん
で

も
反
応
し
な
く
な
っ
た
。
寝
て
ば

か
り
い
る
。
高
齢
の
ペ
ッ
ト
を

飼
っ
て
い
る
人
は
、
こ
ん
な
経
験

が
あ
る
で
し
ょ
う
。

　

ペ
ッ
ト
も
人
と
同
じ
よ
う
に
、

歳
を
と
る
と
体
が
動
か
し
に
く
く

な
り
、嗅
覚
や
聴
覚
な
ど
が
衰
え
、

病
気
に
な
り
や
す
く
な
り
ま
す
。

元
気
だ
っ
た
昔
と
変
わ
っ
て
し

ま
っ
た
と
嘆
か
ず
、
現
状
に
合
っ

た
世
話
を
し
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

　
と
は
い
え
、
ペ
ッ
ト
の
介
護
も

大
変
で
す
。
寝
た
き
り
の
ペ
ッ
ト

の
寝
返
り
の
補
助
、粗
相
の
始
末
、

頻
繁
な
通
院
…
。
飼
い
主
が
疲
れ

て
し
ま
っ
て
は
元
も
子
も
な
い
の

で
、
無
理
の
な
い
範
囲
で
で
き
る

限
り
の
こ
と
を
し
て
あ
げ
ま
し
ょ

う
。
獣
医
さ
ん
や
詳
し
い
人
に
相

談
し
て
み
て
も
い
い
で
し
ょ
う
。

　
中
に
は
、
介
護
を
す
る
の
が
面

倒
だ
と
い
う
理
由
で
、
捨
て
た
り

動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー
に
持
ち
込
ん

で
処
分
し
て
も
ら
お
う
と
す
る
非

道
な
人
が
い
ま
す
。（
動
物
の
遺

棄
は
１
０
０
万
円
以
下
の
罰
金
、

つ
ま
り
犯
罪
で
す
。）
ペ
ッ
ト
を

最
期
ま
で
飼
う
の
は
飼
い
主
の
責

任
で
す
。
ど
う
し
て
も
飼
い
続
け

る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
て
し

ま
っ
た
場
合
は
、
代
わ
り
に
飼
っ

て
く
れ
る
人
を
探
し
ま
し
ょ
う
。

　
大
切
な
の
は
、
ペ
ッ
ト
が
高
齢

に
な
っ
た
と
き
に
介
護
を
す
る
時

間
や
労
力
、
お
金
が
あ
る
か
飼
う

前
に
し
っ
か
り
考
え
る
こ
と
、
そ

し
て
飼
い
始
め
た
ら
最
期
ま
で
愛

情
を
も
っ
て
世
話
を
す
る
こ
と
で

す
。
ペ
ッ
ト
を
幸
せ
な
ま
ま
送
り

出
し
て
あ
げ
た
い
で
す
ね
。

【
人
権
施
策
課
】

（227）

人
権
コ
ー
ナ
ー

ペ
ッ
ト
の
老
い
と
暮
ら
す

人
権
コ
ー
ナ
ー

　
障
が
い
の
あ
る
幼
児
や
児
童
生

徒
、
そ
の
保
護
者
に
対
し
て
、
就

学
や
療
育
・
教
育
に
つ
い
て
の
教

育
相
談
・
体
験
学
習
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

※ 

電
話
で
の
事
前
予
約
が
必
要
。

教
育
相
談
に
つ
い
て
他
の
曜
日

を
希
望
す
る
場
合
は
、
相
談
に

応
じ
ま
す
。

【
教
育
相
談
】

▽
実
施
日

〈
小
学
部
〉

●
毎
週
火
・
木
曜
日

　
午
前
10
時
～
正
午

●
毎
週
月
・
金
曜
日

　
午
後
１
時
30
分
～
３
時

〈
中
学
部
〉

●
毎
週
火
・
木
・
金
曜
日

　
午
前
９
時
40
分
～
正
午

〈
高
等
部
〉

●
毎
週
月
・
水
・
木
・
金
曜
日

　
午
前
９
時
40
分
～
11
時
40
分

【
体
験
学
習
】

▽
実
施
日

〈
小
学
部
〉　
10
月
23
日
（
金
）

※
来
年
度
就
学
幼
児
が
対
象

〈�

中
学
部
〉　
火
・
木
・
金
曜
日

　
　
　
　
※
個
別
に
随
時
実
施

〈
高
等
部
〉　
個
別
に
随
時
実
施

　
　
県
立
二
階
堂
養
護
学
校
（

７
４
３
‐
64
‐
３
０
８
１
）

　
平
成
28
年
度
に
入
学（
転
入
学
）

を
希
望
す
る
障
が
い
の
あ
る
幼
児

児
童
と
そ
の
保
護
者
に
対
し
て
、

本
校
の
肢
体
不
自
由
教
育
に
つ
い

て
の
理
解
と
認
識
を
深
め
て
も
ら

う
た
め
、体
験
入
学
を
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
本
校
で
は
県
内
全
域
を

対
象
に
、
訪
問
教
育
を
行
っ
て
い

ま
す
。
障
が
い
が
重
い
、
病
気
な

ど
健
康
上
の
理
由
、
家
庭
の
都
合

な
ど
で
学
校
に
通
学
す
る
こ
と
の

困
難
な
児
童
の
家
庭
に
教
員
が
訪

問
し
て
行
う
教
育
で
す
。

〈
小
学
部
〉

▽�

日
時　
10
月
16
日
（
金
）
午
前

９
時
10
分
～
午
後
１
時
（
給
食

の
試
食
を
行
い
ま
す
）

▽
場
所　
県
立
明
日
香
養
護
学
校

▽
対
象

・ 

肢
体
不
自
由
を
有
す
る
幼
児
児

童
と
保
護
者
お
よ
び
関
係
者

・ 

訪
問
教
育
の
体
験
を
希
望
す
る

幼
児
児
童
と
保
護
者
お
よ
び
関

係
者
（
当
日
参
加
の
困
難
な
場

合
は
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。）

▽
申
込
期
限　
10
月
２
日
（
金
）

　
　
県
立
明
日
香
養
護
学
校
（

54
‐
３
３
８
０
）

問

問
県
立
二
階
堂
養
護
学
校
の
教

育
相
談
・
体
験
学
習

明
日
香
養
護
学
校　
体
験
学

習
（
小
学
部
）



申＝申込み先　　問＝問い合わせ先　　◎市ホームページ		http://www.city.sakurai.lg.jp/
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市
民
プ
ー
ル
か
ら
のお知

ら
せ

　
忘
れ
物
の
問
い
合
わ
せ
は
総
合

体
育
館
へ
お
願
い
し
ま
す
。な
お
、

９
月
末
で
処
分
し
ま
す
の
で
、
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

第
55
回
市
民
体
育
大
会
結
果

◇
少
年
少
女
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

・
男
子
の
部

１
位　
あ
か
つ
き
Ａ
（
城
島
）

２
位　
安
倍
フ
レ
ン
ズ
（
安
倍
）

３
位　
Ｂ
★
ベ
ア
ー
ズ（
桜
井
西
）

４
位　
い
わ
れ
（
桜
井
）

・
女
子
の
部

１
位　
Ｗ
ｉ
Ｎ
Ｄ
Ｓ
（
安
倍
）

２
位　
Ｒ
Ｅ
Ｄ　
Ｗ
Ｅ
Ｓ
Ｔ

（
桜
井
西
）

３
位　
み
ど
り
台
（
桜
井
）

４
位　
初
瀬
ト
リ
プ
ル
ズ（
初
瀬
）

◇
小
学
生
陸
上
記
録
会

最
高
記
録
掲
載
（
敬
称
略
）

・
50
ｍ
走

男　
古
井
大
貴（
桜
井
南
）７
秒
４

女　
横
山
洸
（
桜
井
南
）
８
秒
０

・
80
ｍ
走

男　
岡
嶋
陸
（
朝
倉
）
13
秒
２　
　

男　
箕
輪
秀
人
（
織
田
）
13
秒
２

女　
廣
澤
千
尋
（
織
田
）
13
秒
３

・
１
０
０
ｍ
走

男　
奥
谷
拓
征
（
城
島
）
15
秒
４

女　
森
田
綾
乃
（
三
輪
）
15
秒
８

・
走
り
幅
跳
び

男　
市
村
修
大（
桜
井
西
）３
ｍ
16

女　
吉
川
稀
萠
（
城
島
）
３
ｍ
05

◇
小
学
生
水
泳
記
録
会

・
25
ｍ
自
由
形

男　
吉
田
圭
佑（
桜
井
南
）17
秒
４

女　
田
中
美
有
（
安
倍
）
17
秒
２

・
50
ｍ
自
由
形

男　
新
澤
青
空
（
桜
井
）
38
秒
７

女　
下
口
美
琉（
桜
井
西
）38
秒
８

・
50
ｍ
平
泳
ぎ

男　
大
門
昴
太
郎（
桜
井
）54
秒
５

女　
東
楓
（
桜
井
南
）
56
秒
５

・
50
ｍ
背
泳
ぎ

男　
岸
本
健
太
郎（
桜
井
）43
秒
７

女　
木
村
碧
海
（
安
倍
）
34
秒
３

・
50
ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ

男　
木
村
蒼
海
（
安
倍
）
42
秒
９

女　
髙
本
咲
莉（
桜
井
南
）37
秒
５

・
１
０
０
ｍ
自
由
形

男　
岸
本
健
太
郎
（
桜
井
）

１
分
23
秒
４

女　
髙
本
咲
莉
（
桜
井
南
）

１
分
15
秒
５

・
１
０
０
ｍ
平
泳
ぎ

男　
中
井
至
瑛
（
織
田
）

２
分
18
秒
８

女　
木
村
碧
海
（
安
倍
）

１
分
21
秒
５

・
１
０
０
ｍ
背
泳
ぎ

女　
山
口
莉
央
（
三
輪
）

２
分
14
秒
７

・２
０
０
ｍ
リ
レ
ー
（
50
ｍ
×
４
）

桜
井
ド
ル
フ
ィ
ン
ズ
（
桜
井
）

２
分
43
秒
３

芝
運
動
公
園
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ
体
験
教
室
募
集

▽�

日
時　
毎
週
木
曜
日
（
初
回
は

10
月
２
日
・
全
10
回
）

　
午
後
４
時
30
分
～
５
時
20
分

▽
内
容　
空
手
道

▽
対
象　
年
中
・
年
長

※ 

定
員
・
受
講
料
等
詳
細
は
総
合

体
育
館
へ

市
歩
こ
う
会

～
台だ

い
こ
う高

山
脈
白し

ら
や
だ
け

屋
岳
へ
～

▽�

日
時　
９
月
27
日
（
日
）
午
前

７
時
30
分　
桜
井
駅
北
口
集
合

▽�

コ
ー
ス
（
約
12
㎞
・
12
時
間
）　

貸
切
バ
ス
…
白
屋
バ
ス
停
→
白

屋
集
落
跡
→
白
屋
辻
→
白
屋

岳
→
足あ

し
の
ご
う
ご
え

ノ
郷
越
→
武ぶ

こ
う
ば
し

光
橋
→

武た
き
ぎ
ぐ
ち

木
口
…
貸
切
バ
ス

▽�

費
用　
３
、９
０
０
円
（
バ
ス

代
含
む
）

▽
定
員　
25
名

▽
申
込
締
切
日　
９
月
23
日（
水
）

【
総
合
体
育
館　

45-

０
６
０
９	http://w

w
w
.net-taikyo.com

】

ス
ポ
ー
ツ
の
コ
ー
ナ
ー

平成 27年度
第 55回市民体育大会等行事予定
月 日 曜日 大　　会　　名

10 12 月 第 45 回市民体育祭����������������

11
１ 日 第 30 回ウォーキング

フェスティバル�

29 日 市民バドミントン大会

12 ５ 土 第 10 回子ども駅伝大会��������

１

10 日 2016 新春マラソン大会�����������

17 日 市民
ソフトバレーボール大会

２ 14 日 市内一周駅伝大会����������������

３
13 日 市民武道大会

27 日 スポーツ友好祭�

桜
井
宇
陀
サ
ッ
カ
ー
教
室

▽
日
時　
10
月
３
日
（
土
）

　
午
後
１
時
30
分
～
４
時

※
受
付
開
始　
午
後
０
時
30
分

▽�

場
所　
宇
陀
市
総
合
運
動
場

（
宇
陀
市
榛
原
萩
原
）

※ 

雨
天
の
場
合
は
、
宇
陀
市
総

合
体
育
館

▽�

対
象　

圏
域
内
（
桜
井
市
・

宇
陀
市
・
曽
爾
村
・
御
杖
村
）

に
住
所
を
有
す
る
４
、５
歳

～
中
学
生
（
サ
ッ
カ
ー
経
験

や
男
女
は
問
い
ま
せ
ん
）

▽
定
員　
１
０
０
名
（
先
着
順
）

▽
費
用　
無
料

▽�

申
込
方
法　

封
書

に
よ
り
（
結
果
連

絡
用
「
官
製
ハ

ガ
キ
」
同
封
の
う

え
）、
桜
井
宇
陀
広

域
連
合
サ
ッ
カ
ー

教
室
係（
〒
６
３
３

‐
０
１
１
２
大
字
初
瀬

１
６
２
６
‐
１
）
ま
で
。
参

加
申
込
書
お
よ
び
参
加
承
諾

書
は
、
桜
井
宇
陀
広
域
連
合

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

▽
申
込
期
限　
９
月
25
日
（
金
）

▽�

問
い
合
わ
せ
先　
桜
井
宇
陀

広
域
連
合
サ
ッ
カ
ー
教
室
係

（

47
‐
７
０
７
７
）

ＷｉＮＤＳ

あかつきＡ
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おはなし会の案内（当日参加）
　『桜井おはなしの会』や『子ども読

よ
未
み

知
ち

』、職員によるおはなし会を開催しています。　※大人も入場できます
月 日 担 当 時 間 内 容 場 所

9 5日（土） 桜井おはなしの会 午後 3時～ 3時 30分
おはなしや絵本の読み聞
かせなど おはなしのへや

19日（土） 子ども読未知 絵本の読み聞かせなど
● 新しい本の情報については、図書館内の配布資料やホームページでも見ることができます。
☆ お願い　次に読みたい人が待っている場合もありますので、本の返却期限は必ず守ってください。
期限を過ぎても返却がない場合、貸出停止になることがあります。みなさんのご理解とご協力をお願いします。

◎今月の休館日は、7 日（月）と毎週火曜日、第２金曜日（11 日）です。
【図書館 44‐ 2600　ホームページアドレス http://www.library.sakurai.nara.jp】

図 書 館 か ら の お 知 ら せ
●臨時休館のお知らせ
　非常用照明を修繕するにあたり、９月７日（月）は
休館とさせていただきます。ご不便をおかけしますが、
よろしくお願いします。
●絵本講座
　子どもにどんな本を読んだらよいか、どんな読み方
をすればよいか、基本から学びます。

▽時間　午後２時～３時　　　　※１回のみの受講可

▽場所　図書館研修室

▽講師　子ども読未知

▽対象　一般（子ども連れも可）

▽定員　10 組

▽費用　無料

●図書館教養講座（古事記について）

▽時間　午後２時～３時 30 分

▽場所　図書館研修室

▽対象　一般

▽定員　40 名

▽費用　200円（資料代。第１回目の講座で集めます。）
●�申込み方法（共通）
　Ｅメール（教養講座は往復ハガキも可）に、講座
名・郵便番号・住所・氏名・電話番号を記入して、市
立図書館（〒 633 ‐ 0051 大字河西 31・FAX44 ‐
2528・Ｅメール tosyokan.sakura@office.eonet.
ne.jp）へ。図書館カウンターでも受付けます。

▽ �受付期間　９月２日（水）～

　開催日 テーマ 講師

10 月３日（土） 仁徳天皇紀 大島信生さん
（皇學館大学教授）

11月 21日（土） 三つの三輪山型伝説
橋本雅之さん
（皇學館大学教授）

　国勢調査は平成 27 年 10 月１日現在、日本に住ん
でいるすべての人および世帯が対象です。
　今回の調査では、先にインターネットでの回答を
受付け、回答のなかった世帯には、紙の調査票を配
布して調査を行います。
○インターネット回答は９月 10日～ 20日
　９月 10 日（木）より調査員がインターネッ
ト回答用 ID を配布します。９月 20 日（日）ま
でに回答をお願いします。
○調査票での回答は 10月１日～７日
　９月下旬より調査員が調査票を配布します。
調査員へ提出をお願いします。
※郵送提出もできます。

　平成 27 年国勢調査は、少子高齢化社会における日
本の未来を描くうえで欠くことができないデータを
得るために実施するものです。
　調査結果は、さまざまな法令にその利用が定めら
れているほか、社会福祉、雇用政策、生活環境の整備、
防災対策など、私たちの暮らしのために役立てられ
ます。調査の実施にはみなさんのご協力が不可欠で
す。ご理解とご協力をお願いします。

▽ �問い合わせ先　商工振興課（ 42 ‐ 9111 内線
351）

スマート国勢調査！	～平成 27年国勢調査を実施します～

開催日 テーマ
９月 19日（土） 絵本の大切さと楽しい絵本の読み方
10月17日（土） 絵本の紹介
11月21日（土） 絵本から読みとれるもの

絵本を
読もう！
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❀桜井市
ＰＨＯＴＯニュース

「全国小学生柔道大会出場を市長に報告」
　奈良県代表として全国小学生学年別柔道大会に出場す
ることを報告するため、纒向小学校６年生の森岡奈々実
選手が市長を訪問しました。
　森岡選手は２年連続の全国大会出場で、市長から抱負
を聞かれ、「優勝をめざしてがんばります」と元気よく
答えていました。
　市長は「日頃の練習の成果を発揮して、活躍されるこ
とを期待しています。他県の選手と友情の輪を広げてき
てください」と激励しました。

「動くように見える漫画を描いたよ」
　社会教育課の職員が講師になって、小学生対象のパラ
パラ漫画教室を中央公民館で開きました。
　13 名の参加者は、はじめにどうすれば動いているよ
うに見えるかを教えてもらい、何度も何度も消しゴムを
使いながら黙々と描いていました。
　途中、重ねたイラストを友達と一緒にめくりながら、
動きを確かめました。中には、50 枚以上の大作を作る
子どもも。初めて描くパラパラ漫画は、夏休みの楽しい
１ページになったようでした。

「第 1回ファミリーサポーター養成講座」
　平成 28 年 1 月から始まるファミリーサポートセン
ター事業の援助会員（ファミリーサポーター）として応
募した人が、必要な知識を学ぶ講座の第 1 回目を開催
しました。
　事業内容の説明の後、参加者は全国と桜井市の子育て
の現状の講義を受講しました。また「昔の子育て、今の
子育て」をテーマに行ったグループワークでは、積極的
に意見交換をして、子育てについて認識を深めました。

「50cm下に広がる新たな発見」
　市立埋蔵文化財センターで、平成 26 年度に行われた
発掘調査の成果を「50cm 下の桜井」と題して展示して
います。21 回目となる今年は、谷遺跡の絵画土器、大
福遺跡や纒向遺跡の土器などを多数見ることができま
す。取材日にはちょうど東京の２つの大学から考古学専
攻の学生がたくさん来館していて、熱心にメモを取りな
がら見学していました。
　展示は 9 月 27 日（日）まで行っています。また、９
月 12 日（土）には発掘調査報告会があります。

8/3

8/5

ＮＥＷＳ❀✿✿

7/23

～ 9/27
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この広報紙は、再生紙を利用しています
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桜井市ホームページアドレス　http://www.city.sakurai.lg.jp

◇市民の動き◇　平成 27年７月 31日現在（前月比）
〈人口		59,297 人 (+24)〉〈男		28,238 人 (+5)〉〈女		31,059 人 (+19)〉〈世帯数		24,507 世帯 (+42)〉
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